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児童 ・生徒の自己表現力を豊かにす るための援助の工夫

研究の概要

教育課題分科会で は、児童 ・生徒 一人一人の 自己表現力を豊か にす るため に、授業 にお

いて教師はどのよ うな援助の工夫をすればよいか研究 した。

その結果、 コ ミュニケー シ ョン意欲を土台 とし、よ り多 くの人が理解 しやす い伝達手段

を獲得 してい くことが表現力の豊か さにつなが ると考えた。

そのため、次の4っ の視点で指導計画を見直 し、児童 ・生徒が主体的 に学習す る授業を

展 開す る ことが重要であると考えた。

① 日常の生活 にっいての把握 一一 児童 ・生徒の学習能 力や興味 ・関心等の実態の把

握等。

② 環 境 作 り 一一 教室環境作 り等、環境構成 にかかわ ること。

③支援の在 り方 ・・…… 指導 内容 ・方法、教材の選択や、授業場面での直接的な援助等。

④授 業 の 評 価 一一 教師による児童 ・生徒の評価や教師 自身の 自己評価。

そ して、授業中の児童 ・生徒の 自己表現を、教師が どれだ け受け とめ ることがで きるか

によ り児童 ・生徒の コ ミュニ ケー シ ョン意欲が変化す ることが分か った。

児童 ・生徒の自己表現力を豊かに して い くためには、児童 ・生徒が分か る授業の実践 と

表現の受 け手 としての教師の問題が重要 である。今後の課題 は、授業にお ける教師自身の

自己評価 の視点の明確化である。

1主 題設定の理 由

人 は、 自分の思い(意 思、感情 、思考)を 相手 に伝え ることを きっか けに、共感関係を築

き上げ、人 とのかか わ りの中で成長 して い く。 障害が あ る児童 ・生徒が現在及 び将 来に向

か って、 自分 らしく豊かな社会生活を送 るためには、人 とかかわ ることの喜びを味わい、 自

分の思いを伝え ることが大切で ある。

しか し、障害の状態や様 々な要因で、人 とうま くかかわれない ことによ り、 コ ミュニ ケー

シ ョンが十分 に成立 して いない実態が共通の課題 とな った。そ こにはコ ミュニケー シ ョンの

方法が未熟であ った り、よ り多 くの人 々が理解 しやすい伝達方法を獲得 して いなか った りす

るなどの要因が ある。また、児童 ・生徒の思いを受 けとめる側が、児童 ・生徒の発す るサイ

ンに気付かず、十分受け とめ切れていないという面 もあ る。

そ こで、障害のある児童 ・生徒が人 とかかわ ろうとす る気持 ちを高め、よ り多 くの人々に

理解 しやす い伝達手段を獲得 し、 自分の思 いを伝え ることによ り、豊か な社会生活を送 って

欲 しい と考 え、 この主題を設定 した。

主題追求 のために、障害の状態や年齢が異 なる学校 における様 々な授業の中で、児童 ・生

徒の実態を踏 まえ、教員が、 どう一人一人の思 いを受 けとめ るのかを基本と して・どのよ う

な援助の工夫がで きるのかを研究す る ことに した。
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皿 研究の方法

1基 礎研究

(1)研 究主題の検討

r児 童 ・生徒一人一 人の 自己表現力を豊かにす るための援助の工夫』を主題 とした。そ

の中で、 「自己表現力」、 「豊かにす る」の言葉 にっ いての(2)、(3)のよ うに検討 し、共通

理解を図 った。

(2)自 己表現の概念 にっいての共通理解

① 自己表現を豊か にす るために、児童 ・生徒の情緒的側面 と技能的側面か らどのよ うな

援助が必要かを検討 した。

●教師が 「自己表現力が豊かでない」 と評価す る場面 を簡易KJ法 でい くっかの観点 に

絞 り、検討 した。

② 自己表現 を豊かにす る事につ いて、その概念を図式化 した。(3頁 図2参 照)

(3)自 己表現を豊かにす るための具体的な手 だての検討

授業改善の視点か ら、授業の事前の取 り組 み、授業中、授業の評価の流れ と援助の工夫

と観点 にっいて整理 し、表 にまとめた。(4、5頁 参照)

2研 究授業における研究

以下の授業研 究を行い、基礎研究で得 られた結 果を基 に、望 ま しい援助の工夫にっ いて検

証 した。

(1)知 的障害学級(小 学校)に おけ る 「国語」の授業を通 して

② 言語障害通級指導学級 における言語活動を通 して

(3)知 的障害養護学校(中 学部)に おけ る学級活動の指導を通 して

皿 自己表現力を豊かにすることについての共通理解

1自 己表現力 とは

本分科会では、児童 ・生徒一人一 図1

人が人 とのかかわ りを豊か に し、相

手 とコ ミュニケーシ ョンす るために

は、自分の思 いや考えを自分か ら主

体的に表現 してい くことが重要であ

ると考えた。す なわち、 自己表現力

とは、相手に対 して 自分 の思 いを伝

達す る力であ るとと らえた。

表現 の手段 は様 々であ るが、今回

の研究では、主 として言語的手段 と

非言語的手段(表 情 ・身振 り ・姿勢

・視線 ・行動な ど)に よる伝達 に限定 して研究を進めた。

〔

【配 醐 槻 か1・す司 とは、

】 壷齪 し

↓
晃璽 生後一人一人の甕現解受實され、叢感される環壇/＼

ー魏 郷 鰍 轍 能 〕坐1勲 な人と肺 合・・識 財 る蝕 ⊃

＼ 〆//
〔人と… ニケー ・・ン邦 力〕 師 てる・と鴨 る。

〔配 鯛 槻 か・して・・ 】 こと・・

↓
【肋 な川 開標 〕 膿 き・

↓

甲 　 竃
〔 可能な鼠り社会参加と自立する力 〔生きる力) 」

を 多 く しなカ《ら、

を寳 て るこ とに な る。
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また授業において、教師が児童 ・生徒の表現を どのよ うに受け止め、 自己表現力を豊か に

してい くのか という視点か ら考察を行 った。

2自 己表現力を豊かにす るには

児童 ・生徒一人一人の 自己表現力を豊か にするため には、表現が受容 され、共感 され ると

い う条件 の下で、相手に 自分の思いや考えを表現 した いとい う気持ち(意 欲)を 育て ること

が土台 となる。その上で、人 とコ ミュニケーシ ョンす るためにより多 くの人 々が理解 しやす

い伝達方法 に高めて い くこと(技 術)が 重要であると考えた。

っ まり、表現す る意欲や技能 を高めた り、表現す る機会を多 くした りす ることが 自己表現

力を豊かに してい くこと

であるととらえた。

自己表現力を豊かに し

てい くことは、児童 ・生

徒一人一人が豊かな人間

関係 を築 き、社会性を身

に付け、可能な限 り社会

参加 と自立す ることがで

きる力(生 きる力)を 育

て るために不可欠なこと

であると考 えた。

図2

【・幽 ・社会鋤 ・帥 す・カ・螂 力・轍 す・〕

経験の

積 み重 ね

児 童 ・生 徒 の 表 現 を

受 け止 め 、 生 か す

こ と に 努 め る

相

手

IV授 業 における援助の工夫

1研 究仮説

本分科会では、前述 の 「児童 ・生徒一人一人 の自己表現力を豊かにす るために」次のよ う

な研究仮説を立てた。

〔研 究仮説〕

r教 師が、児童 ・生徒の 自己表現を受容 し、その表現を生かす授業をすれば、信頼関係が

深 まり、児童 ・生徒の 自己表現力が豊 かにな ってい く』

そのために、授業 にお ける援助の工夫 として① 日常生活の把握 ② 環境作 り ③ 支援の在

り方 ④授業の評価を4っ の柱 とし、 これに基づいた授業改善の視点を作成 した。授業を行

うに当た り、以下に挙 げた改善 の視点 に基づ いて援助をす ることで、児童 ・生徒の 自己表現

力を豊かに して い くことがで きるので はないか と考えた。

2授 業改善 の視点

児童 ・生徒の表現 を受容 し、生かす こと を前提 として
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改 善 の 視 点 配 慮 事 項 ・ 具 体 的 内 容

①一人一人の実態把握 障害の状態 や生育歴、性格、単元のね らいに応 じた教科等の

事 学習状況や、興味 ・関心等知 り得 る情 報を入手 し、単 元計画

等 に反 映させてい く。
』
目1」

②ねらいの設定 一人一人の実態を受 けて
、個別指導計画等を作成 し、年間、

の 学期、単元、一時間のね らいを設定す る。

取 ③教材の選択 ・準備 児童 ・生徒のね らい、単元のね らいを達成 させ るに必要 な教

●理解 を助 ける教材 材を用意す る。児童 ・生徒の理解を助 ける もの、表現を より

り ・表現 を引 き出す教 引 き出 しやすい もの等、障害の状況に応 じて感覚器官 に訴え

材 るもの

組 → 具体 物 、 写 真、 絵 、劇 化 、 再 現遊 び、 絵 カー ド等

み ④教室環境 児童 ・生徒の啓発可能な学習環境の構成。集中 しやすいよ う

に、教室環境を整え る等。→ 掲示物、座席、黒板の有効活用

⑤授業の雰囲気作 り 児童 ・生徒が何で も言える、受容 して もらえ ると感 じられ る

●雰囲気作 り 雰囲気を作 り、表現す ることが主たる活動 となるような場 を

・表現す る場の設定 設定す る。

→ 明 るい 雰 囲気 、 安心 感 、 教 師 のパ フ ォー マ ンス、 話 し合 い

活動、言 葉遊 び、表現の場の設定等

授

⑥授業内容 児童 ・生徒 の意欲 を喚起す る体験的活動 を多 く取 り入 れ、モ

・経験を広 げる チベー シ ョンを高めるとともに、生活に根 ざ した基礎的言語

・基礎的言語能力を 力を育 てる指導法 を工夫す る。

業 付ける →体験学 習、 ドリルの継続的学習、 日常の言葉を教 える等

⑦教師の支援 教師の受容的態度 を大切にす る。一人一人が表現 したことを

・興味 ・関心を喚起 分か りやす く言い直 した り、言葉 にな らない気持 ちを言語化

中 す る した り して その場 に集 う子 ど もたちにその表現 を広 めてい

・表現 を受 け止 める く 。

・表現 を分か りやす

く伝え る

・気持 ちを 言語化す

る

3授 業における評価の観点

授 業におけ る評価の観点 と して、次の ような児童 ・生徒 と指導 者の評価 を見直す ことに

よって授業の改善や工夫がで きるので はないか と考 えた。
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改 善 の 視 点 配 慮 事 項 ・ 具 体 的 内 容

一

⑧教師 による児童 ・生 個 々のね らいに基づ く、子 どもの変容 を1単 位時間、単元、

徒に対する評価 学期、年間等期間 に合わせて評価す る。

評価 に当た っては、で きた ・で きない等明確 な判断ができる

よ うな項 目を設定す る。

(1)授 業参加について

・積極的に参加で きたか

●楽 しんで参加 できたか

② 課題について

授 ・課題が理解で きたか

●興味、関心が広が ったか

(3)話 の聞 き方 につ いて

業 ●話を しっか り聞 くことがで きたか

・周 りと協調で きたか

(4)自 己表現 について

後 ・自分の感情や思考を表現す ることがで きたか

●自分本位(一 方的)な 表現 にな っていないか

の ⑨教師による授業に対 (1)授 業の準備 につ いて

する自己評価 ・準備 は十分 であったか

●指導の流れ(構 成)は よか ったか

評 ●教材、教具の工夫 は適切であ ったか

② 授 業の内容 について(実 態 にそ って)

●実態 にそった内容で行えたか

価 ●一人一人 にあ った学習内容だ ったか

(3)教 員の援助 について

●援助が適切であ ったか

●授業の中で言葉かけや教材の工夫がなされていたか

・余計 な援助 を していなか ったか

(4)児 童 ・生徒の 自己表現につ いて

●児童 ・生徒の 自己表現を引き出す ことがで きたか

●児童 ・生徒の 自己表現を受 け止めることがで きたか

・児童 ・生徒の 自己表現を生かす ことがで きたか

*評 価 に当た って は、客観的な視点を明確にす る。ね らいを達成す るための具体的な手だて

を指導案の中に記入 し評価す ることに努めて きた。(指 導事例を参照)

また、教師の 自己評価 を上記の観点で行 うことによって授業改善をよ り一層推進す ること

ができるのではないか と考え た。
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V授 業の実際

指導事例1小 学校心身障害学級(知 的障害)の 「国語」の指導

(1)単 元名 『ことばであそぼ う』

(2)単 元設定の理 由

自分の気持 ちを 自ら進んで表現 し、心を開 くことで、相手 はこち らの気持 ちを理解 し人間

関係が深 まって い く。 この時に用 いる ことばや動作が 自己表現のたあの手段 とな る。 自分の

気持 ちを相手 に正確に伝え ることはなかなか難 しい事である。人 との関係を豊か には ぐくむ

ためには、児童の意思伝達の手段 を拡充す ることと、教師が児童の思 いを的確 に把握 し、言

葉で表現す ることが大切であ る。 コ ミニ ュケー ション能力の基礎 を育て るために、人 とかか

わ ることの楽 しさを学習活動の中で十分味わわせ ることで、効率的に人 とかかわ るための手

段 として便利 な言葉を学習で きると考え る。 この単元では ・ことば ・文字の習得を教材の中

心に据え、 自ら進んで表現で きる場 を多 く設定 した。 ・友達 と一緒 に活動す る楽 しさや、社

会性 を身 に付 けることがで きる。 ・児童 にはそれぞれ発達 の偏 りが ある。話す ことは得意だ

が書 くことは苦手だ った り、 その逆 であ った りと様 々な得 て不得手が ある。児童の学習意欲

を損なわないよ うに、遊 び的(ゲ ーム的)要 素を取 り入れた。

③ 単元のね らい

●遊びのルールが分か り学習活動を楽 しむ。

●言葉 や動作(身 体表現)を 表現す る。

●文字を習得 し表現方法が豊か にな る。

(4)単 元計画

時 数
1指 導 目 標

2 ・歌が歌え るよ うになる。 ・濁音 に気付 き、書け る。

○絵カー ドを見て思 い浮かんだ ことを発表す る。

3

I

Q2チ ー ムに 分 かれ て 歌 え る。 ・濁 音 ・促音 に気付 き、書 け る。

Q教 師 の ヒ ン トで何 の 絵 カー ドか 当て る。

5/2

(本 時)

。チ ー ム分 け、 チ ー ム名 を 考 え る。 ・濁 音 ・促 音 ・拗 音 に気 付 き、 書 け る。

○児 童 同士 で ヒン トを 出 して 何 の絵 カー ドか 当て る。

(5)グ ループ児童の実態

国語の授業 は発達段階を考慮 して グループ(知 的障害学級は4グ ループ)に 分 かれて行 っ

ている。 この グループは4年 か ら6年 まで5名 の高学年中心のグループである。 日常的な こ

とであれば一斉での指示が大体理 解で きる。全体的 には安定 して学習 に取 り組 め るよ うに

な ってい る。3名 が昨年度か らの継続 メ ンバ ーとい うこと もあ って、ま とま りがあ り、仲間

意識 も強 くな って きている。大人の簡単な援助があれば集団での遊びや活動を楽 しめ る。

個 々には、自閉的傾向や場面織黙、情緒不安 などそれぞれの特性や、発達の偏 りがある。

文字表現の力は簡単な作文が書け る児童か ら字の読み書 きがで きない児童 まで いる。 数は繰

り上が りや繰 り下が りので きる児 童か ら10ま での順序数が理解で きない児童まで と差が ある。
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個 々の課題に応 じた学習の工夫が必要 とな る。

(6)援 助の工夫

・授業のね らいに合わせて児童の実態 と課題を整理す る。 援助①②(8頁 参照)

・歌詞カー ドや絵 カー ド、文字 カー ドなどを提示 して理解 しやす くす る。 援助③

・児童が意欲的に自己を発揮で きるよ うに、教室の環境を整え、 これか ら楽 しい ことが始 ま

るとい う雰囲気をつ くる。 援助④

●教室の環境… ・壁面に児童の作 った栗や菊の装飾をす る。 ・壁面に児童の描いた作品を

提示す る。 ・季節の詩を提示す る。等

●始 まりの歌(グ ループ歌)を 歌 う。

・教師 自身が明 るく楽 しい表情をす る。 援助⑤

○言葉遊びはゲーム的要素があるので、ルール によ ってゲ ームが進め られるが、ルールを柔

軟 に調整 した りして全体へ の一斉指導 を しなが らも個 々の児童 に合わせて援助す る。

援助⑥

・児童のイメージを膨 らませ る助言をす る。 援助⑦

・児童一人一人の活動を認め、言葉 に出 して褒め る。 援助⑦

(7)本 時の学習(9頁 の本時の展開参照)

本時の 目標

・ 「海山歌合戦」の遊 びのルールが分か り、楽 しむ。

・言葉のイメージを浮かべて発表す る。

・拗音な どの文字を正 しく読んで書 ける。

(8)考 察 と今後の課題

① 事前の取 り組みで は、個々の児童の 自己表現の実態(8頁 参照)を 明確 に した ことによ

り、課題が整理 された。拗音の教材 は、複雑な文字が あ り導入 と しては適 していないとこ

ろがあ り、 もっと有効 な教材 を考え る必要が あった。

② 授業中で は、季節を感 じる掲示や児童の作品に教 師の励 ましの言葉が記入 された掲示な

ど教室環境を整えた。児童が授業 に リラックス して参加 できるよ うに、教師が受容的態度

を表わす ことによ って、児童 は意欲的に学習 に取 り組む ことがで きた。

③ 授業後の評価では、児童一人一人の学習のね らいを絞 り、具体的な手だてを立てたこと

によ って評価 しやす くな り、ね らいが達成 しやすか った。児童か らも 「またや ろう」の声

も聞かれた。

④ 教 師の 自己評価 では、拗音一 覧表の提示を忘 れて しま った り、適切 な声かけがで きな

か ったりとい うことが あった。一人一人の文字の習得 としては十分な指導がで きず、教材、

教具の工夫が足 りなか った。

本時に関す る限 りで は、児童が楽 しみなが ら意欲 的に学習に取 り組む事がで きた。今後

もゲーム的 内容を取 り入れなが ら、表現す る場を数多 く設定するとともに、個 々に応 じた

課題を吟味 して、具体的な援助の工夫を して い くこと。 また授業時だけで な く、 日常の生

活 や他の教育活動 を通 して児童が 自分の思 いを表現で きるような環境を作 ることが必要で

ある。
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◆個 々の児童の実態 と課題 ・評価

※ 特殊音とは、拗音、促音、長音を意味す る。

児 童
:実 態1

課 題 評 価

Aさ ん6年 O椅 子取 りや しっぽ取 りゲーム、神経衰弱 。じゃんけん ゲームや ビンゴゲームなど2っ o歌 の歌詞を正 しく歌い、立

(12歳) などのルールが分かる。集団で遊ぶのは好 の要素があるゲームや順 番のあるゲームの ったり座 ったりなどの動作

き。 じゃんけんゲームや しりとり遊び、 ビ ルールが分か って遊べるようになる。 を間違えずにできたか。

ンゴゲームなど複数の課題 になると混乱す
「

絵画語い発達検査 る。

4歳9月 。日常会話は成立する。喜怒哀楽の感情が は 。人の話をよ く聞 くようになる。分か らない o自 分で考えたヒン トを発表

っきりしている。昨 日の ことやなぜ、どう 時には質問 して、自分の意思を表現すよう で きたか。

グッ ド・イナフ人物画 してなどの問いには記名力が弱 く正 しく答 にな る。

知能検査4歳4月 え られなかった り、思いついたことを言 っ

た りす る。

。文字は50音 中24音読め るが文字を意味のあ 。2、3語 程度の単語が読めるよ うになる。 Q絵 カー ドに合わせて文字力

るもの として理解す ることが難かしい。 一 ドを並べ られたか。

B君6年 ○サ ッカーや ドッジボールなどの体を動かす 。自分から友達を誘い、 リー ドして仲良 く遊 o全 体のバランスを考えてチ

(12歳) 集団遊 びがで きる。 ビンゴゲームやオセロ ぶ 。 一ム分 けができたか。

ゲーム、ウノなどのルールが分かる。大人

絵画語い発達検査 を相手 にする事が多い。

8歳2月 。日常生活面は自立 しているが、慣れていな 。人前で発表す る時にはメモなどを利用 して 。要点を押 さえてヒン トを発

い人の前で話すのは苦手で、言葉に詰まっ iEし くはっきり話す。 自分の意思 を整理 し 表できたか。

グッ ド・イナフ人物画 たり、状況説明が うまくできなかったりす て書いた り話 した りす るようになる。

知能検査8歳8月 る 。

。清音は書けたり読んだ りできるが、短期記 D三 語文が スムーズに書けるようになる。助 o拗 音の言葉を探して発表で

憶が悪 く、三語文がなん とか書けるが脱字 詞、特殊音、カタカナなどの使い方が正 し たか。

があ った り助詞、長音、拗音、促音の表現 くできるよ うになる。

の使い方ができなかった りす る。

Cさ ん5年 。オセロゲームや ウノ、集団ゲームなどのル 。友達と一緒に色々な遊びに参加 して、楽 し o学 習に参加できたか。

(10歳) 一ルが分かる。 自分が確実にで きると思わ く活動で きるようになる。

ないと遊びやゲームなどの活動に参加 しな

絵画語い発達検査 い 。

8歳5月 。日常生活は自立 している。学級全体での学 。自分の気持ちを行動 だけでなく、言葉で伝 0問 題に的確な ヒン トが発表

習の リトミックや手遊びなどはやらない。 えるようになる。 できたか。

グッド・イナフ人物画 気 に入らないと怒 る。

知能検査8歳1月 。2年 生程度 の漢字交 じりの読み物が読 め 。易しい学習を中心に取 り組み、自信を もっ ・拗音の言葉を探し、正確に

る 。 て学習がで きるようになる。 読めて書けたか。

不登校が続き通常学級よ 教師が促せば順を追って作文が書ける。 3年 生程度の学力が付 くようになる。

り転入 カタカナや拗音を書けない時がある。

Dさ ん5年 ()大きい集団では、なかなか一緒に行動でき 。小集団(グ ループやクラス)で 友達 と一緒 o歌 に合わせて立った り、座

(11歳) ないが椅子取りゲームや しっぽ とりゲーム に参加できる活動を増やす。 ったりすることが きたか。

じゃんけんゲームなどルールは分か ってい 学級で も易 しいゲームなどに一緒 に参加で

絵画語い発達検査 てや りたい気持 ちはある。グループでは一 きるようになる。

5歳3月 緒 に参加できることが増えてきた。

・設定 された場にな ると話せなくなるが、慣 。はい、いいえの意思表示が相手に分か るよ o質 問にはっきり分かるよう

グッド・イナフ人物画 れた人にはうなずきや表情で意思を表現す うになる。音声にな らな くて もロを動 か に意思表示で きたか。

知能検査5歳7月 る。喜怒哀楽の表情が はっきりして きた。 し、小さい動 きで も体を動かす ようにな 讐

怒ったときは相 手をたたいたり、泣 いた り る。自分の気持 ちや様子を文で表わす。

す る。

。昨日の事を2、3行 の文章に書けるように 。易 しい読み物を読んだり、作文が書けた り ・名称を正 しく書けたか。

なった。助詞や濁音、促音、拗音などの使 す る。

い方は不正確。

Eさ ん4年 Q集 団ゲームに参加 して楽 しめる。視覚に訴 Ωボール遊 びや鬼ごっこなど体を使 った遊び ・声を出 して歌い、閤違えず

(9歳) えるゲームが得意。普段 は絵 を描いたり、 を楽 しんでやれるよ うになる。指示をよく に立 ったり座 ったりするこ

独り言を言 って遊んでいる。 自分から周 り 聞いてに行動できるようになる。 とがで きたか。

絵画語い発達検査 に働 きかけることは少ない。

4歳ll月 。大分少なくな ったが注意 されたり、自分の 。質問 したり、答えた りと相手とのやりとり 〔・自分で考えた ヒン トを発表

思いと違 った りす ると暴 力に訴えることが が活発にできるようになる。周 りのことに で きた か。

グッド・イナフ人物画 ある。周りの状況に対す る関心が薄 く、指 も関心を示すようになる。

知能検査7歳1月 示理解の悪 さが見られる。

・書き順の意識は薄 いが清音、力タカナ、特 。簡単な文章の内容が分かり、言葉で表現で o文 字を丁寧に正しく書けた

殊音が大体書ける。文と しては語いや助詞 きるよ うにな る。助詞の使い方になれ三語 か。

が正 しく使えない。作文 はヒントがあれば 文程度の文が書けるようになる。

思い出 して2、3行 の文が書ける。
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◆本時の展開

学習内容 児童の活動 個別のめあて 〔)は 援助の工夫 援助の工夫 ・備考

　

(Aさ ん) (Bさ ん) (Cさ ん) (Dさ ん) (Eさ ん)

oあ いさつ ●当番があ いさっす る。 ●当番にあい さつ

。歌 「仲間たちキ ●生 き生 き、きれ いに歌 歌詞を正 しく歌 歌詞が分かるよう みん なを リー ドし 歌詞を見て口を開 みんなと一緒に声 を促す。

ラキラ」 う。 う。 には うきり歌 う。 て正確 に歌 う。 けて歌 う。 を出 して歌 う。 〈 歌詞 カ ー ド〉

。歌 って遊ぼ う ●海 ・山 チームの2グ ル チーム分 けに意思 チーム分けの案を チーム分 けを考え 意思表示をする。 チーム分けに意思 〈 歌詞 カ ー ド〉

「海山歌合戦」 一プの チーム分けをす を表す。 発表す る。 る。 (ど ちらのチーム を表す。 ●チームで向か い

るり がよいのか聞 く) 合 う。

●目分の チームの歌詞 を 自分のパ ー トを動 元気に自信をもっ 元気に楽しんで歌 座 うた り立 ったり 自分の チー ムを し ●動作も付けて盛

動作を付けて歌う。 作を付けて歌う。 て歌 う。 う 。 の動作をす る。 っか り意識 して一 り上げ る。

(励ましの言葉を 緒に行動 し歌 う。

か ける。)

●海 ・山 チーム名を変え チ ー ム 名 を考 え 対照的になるよう 対照的になるよう チ ー ム名 を 考 え チ ー ム名 を 考 え ・チー ム名を板 書

て歌 う。 る。 な チ ー ム名 を 考 な チ ー ム 名 を 考 る。 る。 す る。

え、発表す る。 え、発表す る。

(今 まで出 たチーム名を思い出す。)

変えた歌詞を間違 変えた歌詞を間違 変えた歌詞を間違 歌詞を見て口を開 変えた歌詞を間違 ■歌詞 カー ドにチ

えないように気を えないように気を えないように気を けて歌 う。 えないように気を 一ム名を書 く。

付っ けて歌 う。 付つ けて歌 う。 付つけて歌 う。 付つ けて歌 う。

。それは何で しょ ●親 は絵 カー ドを1枚 選 自分で考えたピン イメー ジの要点 を 要点をおさえて的 皆に分かるように 自分で考えたピン ●帆 を セ ッ トす

う? び、3っ の ヒン トを出 トを1つ は発表す 単純な文で表現す 確 な ヒ ン トを 出 うなずきで答え トを1つ は発表す る。

(親 と子にな って す。子はその名前を当 る。(ヒ ン トが出 る。(ま とめやす す 。 る。(質 問を して る。(ヒ ントが出 〈 絵 カ ー ド 〉

ゲームを行 う。) て る 。 やすいように質閻 く文にするのを助 それに答えるよう やすいように質問

をする) ける。) にする) をする)

・当た った ら絵カ ー ドを 文字カー ドを選ん 丁寧 に板書、 ノー 正確 に板書、 ノー 時間がかかっても 丁寧 に板書、 ノー 〈文 字 カ ー ド〉

見せて親は板書し子は ではる。 トに書 く。 トに書 く。 書いてみる。 トに書 く。

ノー トに 書 く。 (選びやすいよう ●ノー トに正 しく

にする。) 書けているか確

認 する。

。特殊音の入 った ・ 「汽車 ポッポ」の歌 を 文字に興味を も 特殊音に気付き、 特殊音に気付き、 特殊音に気付き、 特殊音に気付き、 〈歌 詞 カ ー ド〉

言葉 歌 う。 つo 促音、拗音などが 促音、拗音などが 促音、拗音などが 促音、拗音などが

「汽車 ポ ッポ」 ●歌詞から特殊音の小さ 分か り、自分で も 分か り、探 せる。 分か る。 分 かる。

な文字を探す。 探 せる。 (力 タカ ナの字 に気付 かせる。)

● 「し ゃ 」 や 「し ゅ 」 (絵 カー ドの名前 (拗 音一覧表を読んだ り、見 たり して探 しやす くす る。) 〈拗 音 一 覧 表 〉

「しょ」 などの入 った を いう) ・発表した言葉を

言葉などを探す。 板書す る。

・プ リン トをす る。 文字を選べ る。 正確 に読め、書け 正確 に読 め、書 け 正確に読め 、書 け 正確 に読め、書け

る 。 る。 る。 る 。
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指導事例2通 級指導学級(言 語障害)の 養護 ・訓練の指導

(1)児 童の実態

F児(第2学 年 男子 週1回 通級)

① ことばの教室での様子

●ことばの検査結果:ITPA(言 語学習能力診断検査)

PVT(絵 画語彙発達検査)

CA7:11PLA64

CA7:1VA48

自分が よ く見知 って いることや遊 びな ど本児が主導権を もって活動を しているときはよ

く話 し、相手に 自分の要求な どを短 い言葉で話す ことがで きる。 しか し、説明 した り長い

言葉で話を した りす る ことは嫌が り、人 と会話す ることが苦手である。 また、課題学習で

は、課題 に興味や関心が もて、で きると思 った ものには意欲的に取 り組 む こともあ るが、

人の話を聞 こうとせず 自分勝手に動 きたが ることが多い。

他の子が、 自分の好 きなことを してい るときは、 自分か ら誘 うことや働 きか けることが

で きる。 しか し、かかわ り方や働 きかけ は一方的で、強引に自分の思いを通 そ うとす るこ

とが多い。

② 在籍学級での様子

友達 とのかかわ りのなかで言いたいことが言えなか った り、 自分の思いを通 そ うと した

りす るため トラブルになることが多 い。在籍学級担任 に 自分か ら話 しかけてい くものの話

が続かず、応答や説 明など話す ことを避 ける様子があ る。授業中、学習に集 中す る時間が

短 く、担任が個別に対応 して も話を聞 こうと しない ことがあ る。

③ 指導の方針

本児の人 に対す る働 きか けが一方的 にな ることは、 これまでに 自分の思いを受容 され る

経験が十分 もてなか った こと、言語表現力が未熟で言いたいことや気持ちを十分言 い表わ

せず不満に思 って きた ことがあ ったので はないか と推察 した。そ こで、年間指導 目標を

「心理的安定を図 りなが ら、話す、聞 く活動を通 して言語表現力を身に付 ける」 と設定

した。 また、本児に育 てたい自己表現力 は

「相手を意識 して 自分の思 いを表現す る。 自分の思いや考えを言葉で表現す るための言

語力を身に付 ける」 と考えた。 これ らを育成す るための援助の在 り方を考えた。

④ 指導経過

本児 は一年時よ り通級を開始 した。 当初は 自分の好 きなことを したが り、怒 りっぽ さや

い らだちが見 られた。安心 して人 とかかわ りことや話す こと、聞 くことを楽 しめ なか った

ので、本児の気持ちを受 け入れ、楽 しく活動 できるよ うに して きた。

(2>指 導の内容、活動 につ いて

自由遊び と言葉に関す る学習を主 な指導内容 とした。活動の内容やね らいは次の とお りで

ある。

① 自由遊びで は、教師 は本児の遊 びに追従 し、本児が主導権を もって活動で きるようにす

る。教師が受容的に対応 し本児の気持 ちに添 うことで、安心感を もち、人に依存す る体験

や相手に受 け入れ られ る体験がで きるようにす る。その ことが他 者を受け入れ る素地 にっ

なが るもの と考えた。
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② 言葉に関す る学習 は、本児の身近な題材を取 り上 げ、言葉遊びや クイズなど言葉を介 し

たや りとりを楽 しむ ことを内容 とす る。活動を通 して語 いの拡充を図 り、 自分の行動を言

語化 した り、それについての適切 な言語表現 に触れた りす ることで理解力 と表現力 を育て

る。

人 とや りとりする ことの楽 しさを味わい、言語活動を広 げてい きたい。本時 も上記の二

っを内容 とす る。言葉 に関す る学 習は、本児に比較的受 け入れやすい クイズ形式のや りと

りを通 して、話す ことへの興味を高 め、場所や位 置を表す言葉 に親 しませ たいと考 えた。

③ 援助の工夫

授業改善の視点 に沿 って援助を考 えた。

●ね ら い:興 味、関心、意欲な ど本児の主体的活動を尊重 しね らいを設定す る。

援助 一①②

・教 材:興 味を引 きやす く、操作 しやす いものを用意す る。本児の身近 な もので具体

的なイメー ジを もちやすい ものを選ぶ。 援助 一③

●教師の対応:自 由遊 びでは、教師 は、本児が好む遊びに誘 うことや待つ ことに努 める。本

児か らの働 きかけや 自己表現は受容的に対応 し、や りとりを楽 しむ ことがで

きるよ うにす る。

言葉に関す る学習では、題材提示や例示は簡潔に行い、本児の提案や選択 は

で きるか ぎり尊重する。活動の 目的か ら大 きくはずれないように題材を基 に

行え ることをい くつか想定 し、状況 に応 じて提示 してい く。 援助 一⑤

●表現の理解及 び言語化:本 児の言語表現 は内容 の確認 と理解を心掛け る。

本児が適切 に表現 しきれない部分 は教師が言葉を補 い、正 しい表現に して本

児 に投げかけるや りとりのなかで場所 や位置などを表わす言葉 をなげかけ、

触れ る機会が もて るようにす る。(場 所や位置を表わす言葉 として上下、左

右、前後、～の隣 に、～の側 に、～の近 くになど)援 助 一⑦

・評 価:授 業内に随時評価で きるようにね らいを明確化す る。 援助 一⑧

教師 自身の授業評価を行 う。 援助 一⑨

(4)本 時の指導

① ね らい:教 師 とのかかわ りや、や りとりを楽 しむ。

題材を もとに活動 し、聞 くことや話す ことの楽 しさに触 れる。

言葉を使 って人を動かす ことの楽 しさを味わ う。

場所や位置を表す言葉に慣れ、使お うとす る。

② 展 開

学 習内容 、働 きか け 予想 され る児童の 活動、表現

○自由 な遊 び ・遊 びの選 択、 時間の決定 をす る。

(ド ッチボー ルまたは ボー トゲームな ど)

☆ 自分の 思い どお りに進 め る。

サ イ コロの 目を操作 する。欲 しい カー トや

チ ップを選ぶ。

☆ 自分の不利 は認 めず 勝ち たが る。

表現 への対 応、援助 評 価

一 倒
るよ うな諜 か けを行 う。1・ 購 を餓 し、

援助 一⑤ 一ア 交代 や待っ こと

相 手に追従 し、 自分が 主尋権 が 見 られた か。

を持 っ ことを楽 しませ る。 ●や り とりは 見 ら

援助 一⑤ 一イ1れ たか。
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・学習室 への移動 ・遊 びを切 り上げ、学 習室 に入 る。 気持 ちの切 り替えが で きるよ ・気分 を害 さず 、

☆遊 びを続 けたが る。 部屋を 出よ うと しない うな誘いか けを行い、 無理強 気持ちを切り替
い しな い。 援 助 一⑤ 一 ウ え、学 習室へ 移

れたか 。
・今 日の課題 とお客 ・指 導室の カ メラを さわ る、意 識す る。 お 客 様 を紹 介 し、 確 認 させ

様 の ことを知 る。 モ ニ タ ー テ レ ビを 見 に 行 く。 る 。

☆以 後時折、 カメラをのぞ く、 動かす など 自

分 が カメラマ ンにな りたが る。 映 って いる ことを確 認 させ、

戻 るように誘 う。(随 時)
●言 葉に関す る学 習 教 材提示 援助 一③ 一・ア

① 「この家 は ○ 「この 家 は ど こだ 」 大 きな家 のみカ ー ドを用 いて ・興味 を示 し、 自

ど こだ 」 ラ ン ゲ ー ジマ ス タ ー の カ ー ドを 自分 で 操 作 貼 らせ る 。 分か ら取 り組 も

し、 聞 き取 り、 貼 る。 援 助 一⑥ 一 ア うと したか。

☆ 残 りの家 は 自分が 出題 したが る、 または 自 出題の仕方 は任せ る。 ・主導 権を もって

分が好 きなよ うに貼ろ うとす る。 援 助 一⑦ 一 ア 行 った か 。

出題 して ほ しい ことを伝え た ●出題 や指示 を し

り貼 る場所 を尋ね た りす る。 教師を動かそう
本児の 出題 の確認 、拡充を行 と した か 。

② 「どこに ● 「ど こ に か くれ た か な 」 う。 援 助 一⑦ 一 イ

か くれ たかな 」 隠す側、 探す側 を決め る。 隠す ものの提示。

隠す数 、隠れ る ものを選ぶ 。 援 助 一③ 一 イ

☆ 自分 な りに隠 し方 な ど指 示す る。 探しながら場所や位置の表現 .言 葉の指示 や場

を 行 う。 援 助 一⑦ 一 ウ 所や位置を表わ
す 言葉を使 った

表現 は見 られた
○ま とめ ・今 日の ことを確認 す る。 か 。

(5)考 察 と今後の課題

① 事前の取 り組みで は、本児の実態や これ までの指導経過にっ いて整理を行 った。興味、

関心 や これ までに意欲の見 られた活動 内容、有効 な教師の働 きかけなどを考慮 しなが ら

教材や内容を設定 した。授業案を立てる段階で、実態や経過 に照 ら し本児が行 うと思わ

れ るの活動や 自己表現をい くつか想定 し、 それぞれの場合の展開を考えていたので、ね

らいか ら大 き くはずれた活動をす ることな く意欲 を引き出せた と考える。

② 授業時、教師が受容的 に対応す ることで、 日ごろ抱 いて いる不満や強い主張な どの 自己

表現がみ られた。 しか し、その 中にも、教師の言葉 を受 け入れ る場面や 自分な りに気持

ちを コン トロールす る様子 も見 られて きた。相手を認 めた り、 自己コン トロール した り

す るとい う点 に援助で きたので はないか と考え る。本児の言語表現につ いて は、言い終

わる前に教師が本児 の話を先取 りして言語化 して しま うことがあ った。教師の待っ対応

が必要であ った。

③ 児童 に対す る評価は、本児の実態や指導経過か ら、ね らいや本児の活動 予想 など細か い

部分 まで事前 に考えて授業を行 えたので、ね らいは大体達成で きた もの と思われ る。教

師の 自己評価 にっいては、あ らか じめ本児 の活動や 自己表現を想定 していたことで教師

が先走 り、児童の状況 に則 して妥 当な援助が行えたかど うか考え る場面 もい くっかあ っ

たよ うに思われ る。 また教材は題材 と したキ ャラクターに関心が 向いて しまいそうにな

るなど、教材の吟味や提示の工 夫が必要であ った。

相手に 自分 の思いや言 いたい ことを分か って もらえないとい う不満を、本児 は強 く主

張することで 自己表現 して いた。本児の この 自己表現に対 して受容 という援助 を教師が

行 うことで、よ り自己表現が強い ものなったよ うに思え る。 自己表現 は受け止める相手

との相互作用で培われてい くもので もある。受け止め る側 の教師は本児の 自己表現 を受

容 しつっ、本児が相手の ことを受け入れ られ るよ うな援助の在 り方にっ いて今後 さらに

考え る必要があ る。
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指導事例3養 護学校中学部(知 的障害)の 学級活動の指導

(1)単 元名 『運動会のまとめs

(2)単 元設定の理 由

運動会 という共通 した体験 を基に、それ ぞれを表現す る場 として学級 活動 を設定 した。学

級活動(帰 りの集会)は 、毎 日繰 り返 し行 ってお り、生徒が見通 しの もちやすい と考えた。

また、視覚的 な援助を必要 とす る生徒が多 くいるために、視覚的効果を考慮 した授業展開

に留意 して行 った。

③ 単元 のね らい

①言葉や動作(身 体表現)に よ って 自分の思いを表現す る。

②集 団活動の中で言葉や動作 によるより豊か な表現方法を習得す る。

(4)生 徒 の実態(下 表参照)

⑤ 学習指導計画

この単元は、行事単元(運 動会)の 年 間指導計画に位置付け、まとめの学習 として、運動

会事後学習の一環 として学級活動(帰 りの集会)と して1時 間設定 した。

(6)援 助 の工夫

① 生徒一人一人の個 々の実 態、課題、につ いての事前把握を行い、授業 におけ る個 々のめ

あて と評価の観点を はっきりさせ る。(下 表参照)援 助①②

② 学級活動 に見通 しを もってに参加で きるように、予定表、歌詞 カー ド、 ダ ンスカー ドな

どの掲示物を貼 り、安心 して 自己を表現できる環境 を整備す る。 援助④⑤

③ 生徒 の興味 ・関心 を広げ る課題の提示方法を工夫 し、教師は生徒が 自己を表現す るまで

待っ。 また生徒一人一人に表現意欲 を喚起す る声かけに努める。 援助⑦

(7)本 時の学習

◆本 時の 目標 ・運動会の内容を思い出 し、楽 しか った ことを 自己の方法で表現す る。

◆本 時の展開(14頁 参照)

◆個 々の生徒の実態 と課題 ・評価

生 徒 実 態 課 題 評 価

Gさ ん 中学部2年
14歳

●学級活動の展開 は理解 している。教師が

個別に声かけ し、本生徒の行動を短い書
葉で説明すれば、や った、や らなか った
について応答で きる。

●学級集団の中で は、他の生徒と楽 しく活

動に参加で きるが、教師 とのやりとりが
まだ多 い。

●言語理解 は、身近な品物の理解が可能で

あ る。弁別の大小、色などは曖昧で、語
いもまだ少ない。発声が不明瞭で、気分
に左右され ることが大きい。

●学級活動に参加す るために、教師

が本生徒の思いを短い言葉で言語

化 し、表現す ることで 自分の思い
を意識化す る。

●教師が生徒同士の活動を多 くしな

が ら意思の伝達を援助 し、生徒 と
の関 わ りを多 くもて るよ うにな

る。

・歌に合わせて、声を出

し参加で きたか。
●自分が紅 白の どちらか

分か り、旗を揚げ るな
どして表現で きたか。

●教舗の声かけに応答 し

て、楽 しか った活動を

表現することがで きた
か。

Hさ ん 中学部2年
14歳

・学級活動の流れ を理解 してお り、自分の

発言場面では積極的に参加する。
●他の生徒が司会 を している場面で は、教

師に自分の§§心 を向俘ようとして、司会
を邪魔するよ うな発言があ った り、 自分
が聞かれていな くて も横か ら大 きな声で

雀

話 しかけたりする。
●言語理解 は、身近な品物の名称や使用方

法 に理解があ り、特にラ ジカセ等の音楽
に関 しての もの に興味があ る。発声が不

明瞭であるが、言い直 しをすると多少明
瞭 になる。

●教師が個別 に声かけす ることで、

自分が関心 をもたれている安心感

を もち、他の生徒の司会に協力す
る。

.応 援団の旗を振 らせるなどの活動

させなが ら、教師や生徒の話 に集
中 して最後まで参加す る。

・運動会で大きな声で応援 したこと

を思 い出 し、その気持 ちを人前で
は っきり話せ るよ うになる。

【
1

。集囲の申で、司会 に協

力で きたか。
・紅組応援団員の一員 と

して運動会を行 ったこ

とを思い出 し、積極的
に参加できたか。

●一一番楽 しい気持ちを こ

とばで相手に伝え られ
たか。

ll
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1さ ん 中学部2年
13歳

●学級活動の流れ は理解 している。
・興味 ・関心の範囲が狭 く、興味 ・関心が

もてない内容の話であ ったり、話 しだけ
が5分 以上が続 くと、途 中で我慢で きな

くな り、椅子か ら離れて教室を走 りまわ
ることがある。

・集団でいるよりも、一人でいることを好

む傾向がある。
●対人関係では、特定の教師の顔 を触 った

り、匂いを嗅いだ りするようなスキンシ
ップを求めて くる。

.興 味 ・関心のあるような話題を取

り入れ、話 しだけが続か ないよ う
に工夫す ることで、椅子か ら離れ

ず参加する。
●本生徒の自分の思 いを教師が十分

に くみ取 り、個別の声か けで気持

ちを集中させる。

●着席 して 参加 で きた

か。
■教 師に自分の思いを表

現 できたか。

Jさ ん 中学部2年
14歳

●学級活動では、 日直(司 会)を 一人でで

きるよ うになって きた。 しか し、次の課
題 に移行するときには、個別の声かけが

必要である。
●自分か ら他の生徒にかかわ りを求 めるこ

とは少 ないが、求め られ ると嬉 しそうな
表情をみせることがある。

●自発的な会話はほとんどなく、 コマー シ

ャルや身近な人の 口まね を繰 り返す こと
が多い。

●ことばの類推や文の構成 など、前後の関

係や内容を考え操作することは難 しい。
●会話能力 は、パ ター ンの決ま ったものは

応答可能だが、内容表現が必要な設問に
なるとオウム返 しになる。

●教師の声か けがなくとも、一人で

指示 カー ドを見ることで 見通 しを

もち、次の行動に移れるようにな
る。

●自分か ら意思表示を行い、楽 しか

ったことなどを表現できるように

なる。
●担任やLさ ん とのコ ミュニ ケー シ

ョンを楽 しめ るようになる。

●教 師の声かけがな くと

も、学級活動 の見通 し

を もって 活動 で きた
か。

●自分から一番楽 しか っ

た活動にっいての話が
で きたか。

Kさ ん 中学部2年
14歳

●歌の指揮 には、積極的に参加する。
●言語の指示理解 はで きるが、発語が少な

い。理解できない内容の ことは、特定の

言葉を繰 り返す。
●コ ミュニ ケー ションの意欲はあるが、発

語が不明瞭で一方的な関係になることが
ある。

●単語の理解は、6歳 レベ ルある。言葉を

関連付 けて組織化することは難 しい。

●質問 に対 して的確 に答えるように

なる。
●会話 によ る意思 の伝達 を多 くす

る。

■教師の質問に的確に答

え られたか。
●全体に発表できたか。

Lさ ん 中学部2年

13歳

.学 級活動では、次の課題の見通 しを もっ

て、一人で 日直(司 会)を 行 うことがで

きる。今 日の出来事を発表する場面等で
は、授業を思い出しなが ら楽 しかったな
ど感想 を述べることがで きる。

.指 示理解 は良好であ るが、時々会話中の

助詞の使 い方に誤 りがある。
・時として 自分の思い こみで行動す ること

が まだある。
・行動にっいて順序立てて説明すると納得

す るが、内容を理解 しない場合で も、そ
の場の雰囲気で 「分かった」 と返事する

ことが ある。

●自分か ら進んで仕事に取 り組める

ようになる。
●教師が正 しい表現で返すことによ

り、会話 中の助詞の使い方の誤 り
を少 なくす る。

●自分の経験 に基づ いて、感想を述
べることがで きるようになる。

.

■教 師の質問に自分か ら

積極的に答えたか。
●助 詞等の使い方を間違

えずに、話すことがで

きたか。
●楽 しか った ことの内容

を、理由を付 けて説明

で きたか。

◆本時の展開

学習内容 生徒の活動
個 別 の 活 動 ・ め あ て()は 援助 の工夫

援助の工夫 ・備考
Gさ ん Hさ ん 1さ ん Jさ ん Kさ ん Lさ ん

○ あいさつ

○歌 「あきスポ
フェスティバ
ル」

○ 「運動 会のま
とめ 」

●予定 の確認

●紅 白の確認

●応援合戦

●や ったこと、
楽 しか ったこと

● まとめ

●日直があいさ

.嘉 う藪.ダ
ン ス を 楽 し
む。

学習の流れを確認す
る。

自分の紅 白分 け
を発表 し、 チー
ム分けを して着
席す る。

応 援 合 戦 を す
る・1

[
i

楽 しか ったく.と
を思 い出 し表現
す る。

参加種 目 ・係 活
動につ いてビぞ
オの映像 を見て

確かめ る。1

歌 を楽 しみ、 リ
ズムに合わせ身
体を動 かす。
(楽 しい雰囲気

をつくる)

チームの旗に手
を挙 げ て 答 え
る。(紅 白旗を揚 げ

る)

白組 の応 援をす

熱魏 脛
げる)

L一 番奨 しか った

活動のカー トを選
ぷ。

歌に合わせて ダ
ンスを最後 まで
踊 る。(声 か け
を しなが ら一緒
に踊る)

ことばでは っき
りチームを答え
る。(繰 り返 し
聞かせ る)

紅組の中心 とし
て元気よ く応援
する。(応 援団
長の意識を もた
ぜ る)

一.一番楽 しか った

内容を話す。

蕩襲姦㌘
(声 かけで集中

させる)

自分のチームの
旗 の 色 を 答 え
る。 〔紅 白の旗
を 見せる)

楽 し く参 加 す
る。(楽 しい雰
囲 気を伝える)

楽 しか ったこ と
をことばで伝え
る。

難鍵鰯 茎
す る。(声 か け
を しなが ら一緒
に踊 る)

錯簗珪馨
を書簡縣 星
を促す)

馨 漏 増二
籍、!脚で

楽 しか った種 目
名を書 く。

指揮をしながら

籔;禎警雛
けでなく歌うこ
とを促す)

旗 の色を見 比

鏡藩百擬
見せ る)

大 きな声 で参加す
る。(こ とばを明瞭

に発声す
る)

一番楽 しか った

ことを言葉で伝
える。

全 体 を リ ー ド
し、歌 いなが ら
ダンスをする。
(一 緒 に踊 る)

1回 の指示で即

蕎
に答え る(質
の内容を はっ

きり伝え る)

応援のか け声 や振
り付 けを意 識し
て行 う。

一 番楽 しか った

内容 ・理 由を発
表す る。

● 日直にあ いさつを

〈騒 る。カー ド〉
〈ダンス カー ド〉

●全体が見やす くダ
ンスがで きる体形

醸 輿 う3

9鵜 こ注酎 る・
●終了予定時閤を伝

61輪
講 鹸 を盛り上げ

る環境つ くりをす
る。

(プ ログラム〉
●参加種 目名を伏 せ

茎
(マ スク)に し

体確認をす る。
〈種目 カー ド〉

●ひ らが な使用。
〈質問紙>

9騨 穿畔 た内容
●種 目の映像を 見

る。
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(8)考 察 と今後の課題

① 事前の実態把握をす るときに、運動会での個 々のね らいを一人一人意識化 していなか っ

たため、授業で生徒 に振 り返 らせ るモチベー ションが十分でなか った。 その ため教師 と生

徒の一対一の対話になって しまい、生徒の発言を クラス全体 に広げ ることがで きなか った。

教師が生徒集団に援助 しなが ら、生徒の 自己表現を引き出す ため にも一人一人の生徒 の

授業のめあてを立て、めあて達成のための具体的な方策を考 え、個 々の評価の観点を意識

した授業準備が必要で ある。

② 授業 に生徒が参加 で きるように教材 と して文字 カー ドを使用 したが、提示 してす ぐに

引 っ込めて しまったため、 カー ドを提示 した後 にホ ワイ トボー ドに貼れ るよ うにマ グネ ッ

トを付け るなど提示の工夫をすべ きであ った。 また、生徒が見やすい文字 の大 きさに した

り、生徒別 に色分け した発言のカー ドを工夫す るな ど、生徒 の授業参加へ の工夫が必要で

あった。 さらに、活動を振 り返 る工夫 として ビデオを活用 したが、映像 の情報量が多 く教

師の意図す るポイ ン トがずれた り、映像が流れて消えて しま うため生徒 が何 に焦点を当て

て考えればよいか把握 しに くか った。 ビデオ映像を流すだけではな く、 ビデオ画像か ら写

真 と してプ リン トア ウ トしたカー ドを用意 した り、 ビデオを見せ るタイ ミングや時間を工

夫 した りす るな ど提示方法を再度検討す ることが課題だ と考 える。

③ 授業後の評価では、個 々のめあてを考えた ことで評価が しやす くなった。 しか し実際の

授業場面では、予想 した内容 と違 う展開 とな り、生徒一人一 人の 自己表現を豊か にす る観

点か らどう授業を組 み直すかが教師の力量であることが分か った。個々の生徒の授業のね

らいを具体的 にす ることと、ね らい達成のための手だてを個々の生徒に複数 もつ ことなど、

予想通 りの展開にな らな った時などを想定 した授業計画 も、い くっか考えて準備す る必要

があ った。 また、生徒が他人か ら見 られ るよ うな環境で も、気にせず 自分の思 いを伝え る

ことがで きるよ うに、教師 と生徒 の信頼関係 を増す ことと、 日ごろか ら授業公開を して人

に参観 され ることに慣 れることによ り、安心 して 自分を表現で きる環境を作 って いきたい。

VI研 究の成果 と課題

1研 究の成果

本分科会では、児童 ・生徒一人一人の 自己表現力を豊かにす るために、授業を通 して教師

は どのような援助の工夫がで きるのか、 というとことを研究主題 とした。そ して、授業改善

の視点 と して、以下の4項 目が重要であると確認 した。

授業における援助の工夫

(1旧 常の生活 にっ いての把握(2)環 境作 り(3)支 援の在 り方(4)授 業の評価

その上で以下の仮説を設定 し研究を進めた。

仮 説

教師が、児童 ・生徒の表現を受 け とめ、生か していける授業をすれば、信頼関係

が深 ま り、 自己表現力が豊か にな って い く。
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授業研究を通 して、この仮説 を検証 した結果、次のよ うな ことが明 らかになった。

(1)「 日常の生活 についての把握」 に関す ること

児童 ・生徒一人一人の表現力の実態を授業のね らいに照 らして事前 に教師が把握 したこ

とによ り、授業の計画を立て る際、課題が整理され、一人一人のね らいの達成 に応 じた手

だてを複数準備す ることがで きた。 そのため、児童 ・生徒が理解 しやすい授 業を行 うこと

がで き、表現活動 も多 くなった。

(2)「 環境 作 り」に関す ること

① 季節を感 じる掲示を した り、児童 ・生徒が分か らな くな った時 ヒン トに した り気付 い

たりできるような学習活動 に関連のあ る啓発可能 な教室環境を整え ること。 また、 これ

か ら楽 しいことが始 まるとい う雰囲気をつ くることによって、安心 した表情で授業 に参

加で き、意欲的な発言が増え るな ど自己の力を発揮す ることがで きた。

② 児童 ・生徒の興味 ・関心のあ る教材 ・教具を用 いることで、意欲的 に操作 した り、意

欲的 な発言をす る場面が増えた。

(3)「 支援の在 り方」に関す ること

① 児童 ・生徒の言動 を受 け入れ、その思いを くみ取 り、言葉を補 って返 した り、 自分で

表現す るまで待 った りす ることで、 自分の思 いや考えを表現で きるようにな った。

② 児童 ・生徒が理解 しやすい短 い言葉、絵や具体物等を提示す ることによ って、 自ら考

え、分か らない ことを質問 した り、短い時間で回答 した りす ことがで き、 より意欲 的に

授業に参加で きるようにな った。

(4)「 授業の評価」 に関す ること

児童 ・生徒の学習のめあて を明確に し、めあてを達成す るための具体的 な教師の手 だて

を指導案 に記入す る ことによ って 、教 師が授業内で随時児童の活動 を評価で きるよ うに

な った。 その ことで、教師が、児童 ・生徒 は授業 に対 してどのよ うに参加 しよ うと してい

るのかが、よ く見え るよ うになった。 その事を踏 まえ、授業後授業全体に対す る評価が し

やす くなり、個 々の児童 ・生徒の新 たな課題を見っ けやす くな った。

以上の成果か らも分か るよ うに、教員が児童 ・生徒の実態を把握 し,環 境 を整え、援助

の工夫をすることによ って、 自己を表現す る場面が増 えることが分か った。

2今 後の課題

(4)「授業 の評価」に関 して、ア.授 業に対す る児童 ・生徒 による評価 イ.教 師の 自己評

価の数値化の2点 にっいて具体的 な方法 まで は、探 る ことが できなか った。 また、保護者等

の学校 外か らの評価を どの様 に取 り入 れて授業改善 を図 るか等 にっいて は今後 の課題であ る。

本研 究で は、異校種間で研究授業をす ることによって委員の視野が広 まったと考え る。今

回の 「援助の工夫 」は授業時だ けの課題 とせず、 日常の生活や他 の教育活動 を通 して児童 ・

生徒が 自分の思 いを表現で きる環境 を作 っていけるよう、前述の授 業におけ る援助の工夫の

4つ の視点を基 に、 日常の学校生活 を評価 し改善 して行 くことが必要であ る。
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児童 ・生徒一人一人が 自信をもてる教科指導の工夫

研究の概要

本分科会では、教科分科会 として、教科学習 におけ る児童 ・生徒の実態を話 し合 った。

その中で、教科学習を している児童 ・生徒の中には、課題がで きないと、劣等感や不安

感、苦手意識がみ られ ることが共通 して挙 げ られた。

教科学 習は、学校生活の中で も、課題がで きた、で きなか ったとい う結果が はっきりと

表れ ることが多い。本分科会は、 この教科 の特性を踏 まえ、教科学習を通 じて児童 ・生徒

一人一人が 自信を もてる指導の工夫を研究テーマ と して取 り組ん でい くこととした
。

文献研究か ら、 自信を もつ とい うことは、 「たぶんで きるだろ う」 とい う予測や見通 し

(自 己効力感)を もっ ことがひ とつの手がか りであ ると知 り、その考えを もとに指導仮 説

を立てた。

具体的には、授業 の中に 「課題提示の工夫」 「評価の工夫」 「成功体験や成就感の共有

の場の設定」を具体的 な指導の手だて と して位置づけ、授業研究 を行 った。授業研究にお

けるその手だての評価 にっいては、児童 ・生徒の 自己評価、表情 などの観察 で行 った。

その結果、 それぞれの工夫 を通 して、児童 ・生徒が学習 に対 し見通 しを もっ ことがで

き、 「たぶんで きるだろ う」 とい う予測を もて るような授業 にな った。

児童 ・生徒一人一人が 自信を もつ ようになるには、 このよ うな自己効力感 を もて る授 業

を積み重ねて い くことが大切 である。今後 は、そ う した工夫を繰 り返 し、児 童 ・生徒が 自

信 を もて る教科指導 の充実 に努 める。

1主 題設定の理 由

初めに、教科分科 会で は、教科学習における児童 ・生徒 の実態 と課題、将 来的 に身に付 け

てほ しい力 とは何かを話 し合 った。その中か ら、教科学習 を している児童 ・生徒 には、不得

意 とす る課題 に直面す ると、多 くの場合、劣等感や不 安感、苦手意識が見 られ ることが挙 げ

られた。教科学習を通 じて、その感覚や意識の軽減を図 り、児童 ・生徒に 「生 きるカ」を身

に付 けてほ しいとい う見解で一致 した。

具体的 な 「生 きる力 」 とは、例 えば、 「間違 い を怖 が らな い」、 「間違 って も くじけな

い」 「た くま しさ」などであ る。 しか し、その根幹には、自分の力を信 じられ るとい う 「自

信」が重要 ではないか と考えた。

教科学習は、で きた ・で きない、いわゆ る○ ・×がは っきりしている面が ある。児童 ・生

徒 自ら 「で きた」のか 「で きなか った」のかが判断で き、で きた ことで 自信 をは ぐくむ こと

もある し、できなか った ことで 自己を向上 させ る機会が得 られ ることに もなる。児童 ・生徒

が 「自信 」を もっためにはどのよ うな指導 の工夫をすればよいの だろうか というのが本分科

会のテーマ となった。

しか し、 「自信」 とはす ぐに培え る ものではない。 日々の授業実践を通 じて、積み上 げ ら

れる ものである。本分科会で は、文献研究か ら 「自己効 力感」*とい う考え方を学んだ。 「自
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己効 力 感 」 とい うの は、何 か 課 題 に対 した と きに 「たぶ ん で きる だ ろ う」 「何 とか や れ そ う

だ」 とい う予 測 や 見通 しを もっ こ とで あ る。 その 予 測 や見 通 しを も って もら うため に有 効 な

手 段 を 考 え、 その 繰 り返 しによ って 「自信 」が 育 って くるので は な いだ ろ うか と考 え た。

そ こで 、本 分 科 会 で は、 「児童 ・生徒 一人 一 人 が 自信 を もて る教 科 指導 の 工夫 」 を 研 究主

題 と し、仮 説 を 立 て、 授 業研 究 を通 じて検 証 し、教 科 指 導 の方 法 論 を 探 る こ とに した。

*… 春日作太郎(1998)が 「問題解決に対する自信を育てる」(児 童心理:No691 ,P.49～54.)の 中で紹介した考え方。

心理学者 アルバート・バンデューラ(1925～ 、アメリカ)が1980年 代に社会認知的観点から現在と将来を含んだ

時間軸に沿いつっ、自分のさまざまなカを現実のものとして吟味しながら、人間がその行動を選択していることに注目

し、動機 ・思考 ・行動の説明として構築しようとした概念。selfefficacyを 日本語で訳したもの。

皿 研究の方法と内容

1研 究の方法

(1)基 礎研究 と研究構造図の作成

本分科会 は、都立盲 ・ろ う ・養護学校、公立小 ・中学校 の心身障害学級 の教師で構成 さ

れてい る。そのため、各校の実態が異な り、各学校の児童 ・生徒の様 子がつかみに くい。

そ こで、研究会の開催を各校持 ち回 りとし、それぞれの校種 の特徴を把握 し、児童 ・生徒

の実態を理解す るよ うに努めた。

研究 は、それぞれの構成 員が 日頃感 じて いる課題 とその理 由についてKJ法 的手法で整

理 し、共通のテーマを探 る ことか ら始 めた。その中か ら、児童 ・生徒が、生 きる力を培 う

のに重要な 「自信」を もつ にはどうすればいいか ということにテーマを絞 った。

また、 「自信」 とい うキーワー ドに対す るイメージが構成員それぞれ にあ り、共通理解

す る必要性 を感 じた。 そのため、 「自信」に関す る文献研究 も行 った。

次に、研究主題に迫 る育てたい児童 ・生徒像や研究仮説の検討を行 った。 それ ぞれが研

究構造 図を作成 し、それを持ち寄 り検討 ・再構成す る過程を経て構造図の一本化を図 った。

② 学習指導案の検討

分科会を3っ の グルー プに分 け、指導案づ くりの検討を行 った。

(3)授 業研究

それぞれの グループか ら代表的な事例を選び出 し、授 業研究を行 った。 「自信」が は ぐ

くまれ る過 程を観察す るため、授業 は必ずVTRに 撮 り、授業全体の流れを記録 した。ま

た、児童 ・生徒の表情 や発語を細か く記録 して、 どのよ うな場面で どのよ うな反応が現れ

たかを分析 した。その記録を元 に児童 ・生徒が 自信を もっための工夫にっいて研究を深 め

た。

2研 究内容

(1)研 究構造図 について

《教育課題》

教育課題 にっいては、特に1番 目の 「個性を最大限 に伸長 し、 自立 し社会参加す るため

の基盤 とな る生 きる力を培 う」 ことを重要な点 と考えた。
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《盲 ・ろう ・養護学校、心身障害学級の児童 ・生徒の課題》

障害のある児童 ・生徒の課題では、特 に、教科の指導 によって克服 して ほ しい課題 と し

て2番 目と3番 目が重要であ ると考えた。

図1研 究 構 造 図

《教育課題》

●個性を最大限 に伸長 し、 自立 し社会参加す るため

の基礎 とな る 「生 きる力」を培 う。

○児童 ・生徒の発達段階や各教科等の特性 に応 じ、

豊かな心 を もち、た くま しく生 きる人間の育成。

○基礎的、基本的な内容 の重視 と個性を生かす教育

の充実。

○ 自ら学ぶ意欲 と社会の変化 に主体的に対応で きる

能力の育成。

《盲 ・ろ う ・養護学校 、

心身障害学級の

児童 ・生徒の課題》

○障害の多様化

○劣等感、不安感、苦手意識が

あ る。

○課題に対す る消極 的な態度や

過敏な緊張反応が見 られる。

《育て たい児童 ・生徒像》

○ 自信を もって課題に取 り組め る子 ども

○失敗を受 けとめ られる子 ども

○ 自分の存在を肯定 し、社会にはた らきかけてい く子ど も

《研 究 主 題》

児 童 ・生 徒 一 人 一 人 が

自信 を もて る教 科 指 導 の 工 夫

《研 究 仮 説》

ア

イ

ウ

課題提示の工夫

評価の工夫

成功体験や成就感の共有の場の設定

上記 ア、 イ、 ウの繰 り返 しの積み重ねが、 自己効力感を育て、 自信 に

っなが ると考 える。
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《育てたい児童 ・生徒像》

課題に向き合 った ときにた とえ消極的な気持 ちにな った と して も、とりあえずや ってみ

よ うとい う気持ちを もつ ことがで き、そのよ うな 自信を もてば、 たとえ失敗 したと して も

その失敗を受け止 めることがで きる。そ して、将来 自分 自身 の考えを もち、社会にはた ら

きかけていけることが大切 であると考 えた。

《研 究主題》

このよ うな児童 ・生徒像 に近づけ るための教科指導 とは何か というテーマを検討 して い

くうちに 「児童 ・生徒一人一人が 自信 を もて る教科指導の工夫」 とい う研究主題が導かれ

た。

《研究仮説》

ア.課 題提示の工夫

児童 ・生徒が 「たぶんで きる」 「がんばれる」 と考え、課題に取 り組め るよ うに工夫

す ること。

イ.評 価の工夫

結果に対す る評価だ けでな く、学習課題 にお ける随時の評価 も行 い、努力や進歩に対

しての評価を有機的 に行い、 自己肯定感を持て るよ うに工夫す る こと。

ウ.成 功体験や成就感を共有す る場の設定

学級の中で、友達が成功 した り、失敗す る姿を見て、共感 した り認め合 った り、それ

を評価 し合 う。 そ して、成就感を共有す る場を設定す ることで 自己効力感や意欲を もっ

よ うに工夫す ること。

以上ア.イ.ウ.が 繰 り返 し授業の中に取 り入れ られ、積 み重 なることで、基礎 ・基本

の定着 と同時に、自己効 力感が は ぐくまれ、将来 自信 につなが ってい くと考え る。

② 学習指導案の検討

学 習指導案を組み立てる ときには、以下の点 に留意 して作成す ることに した。

① 自己課題 を設定 し、その課題 に取 り組み、最後 に自己評価をす ること。で きたと思え

る ときに、成功体験が積み重な り、 「またや ってみよ う」 とい う意欲 にっなが る。で き

なか った ときには、 自分で課題 を設定 した事実を受け入れな くてはな らない。 ある程度

失敗を して も受け とめ られ る授業 になるよ うに工夫す る必要が ある。

② 自己の課題を理解す ることによって意欲を もっ ことがで きる。児童 ・生徒に理解 でき

るカー ドを用意 し、 自分で課題を設定で きるとい うことは、 「何 とかできるだろ う」 と

いう自己効力感が はた ら く。

また、授業に参加 している児童 ・生徒全てに理解で きる 「めあてカー ド」を使 うこと

によ り、相互評価が可能 になる。 自己の課題を達成で きた ときには、成功体験 や成就感

が共有で き、 自信が深まる授業にな ると思われ る。

さらに、 こうした工夫の繰 り返 しで児童 ・生徒 は見通 しを もつ ことがで き、安心 して

取 り組め る授業 とな る。
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皿 授 業研究

指導事例1中 学校心身障害学級(知 的障害)「 数学」の指導

1学 習指導案 対象生徒8名 指導者2名

(1)単 元名 「自分の目標に挑戦してみよう」

(2)単 元設定の理由(省 略)

③ 対象生徒の実態(個 別指導計画省略 表1参 照)

表1数 学の学習における対象生徒の実態

課 題 生徒が考えた自己課題
自信にかかわる特徴的態度 ・

行動

A 4桁 以上の計算 ●リ ッ トル とデ シ リ ッ トル +:ま か された ことに見通 し

3年 金銭実用 ・わ り算 とひき算 を もち積極的 に行動す
男子 量や測定 る 。

一:も じも じ して しまい
、 動

作や意思表示が はっきり

しな くな る。

B ・数の比較 ●2桁 の た し算 +:集 中 して取 り組 む 。

1年 ●ひ き算 ●ひ き算 一:確 認 を求 め る。

男子 ・文章題

C ・0の 多 いひき算 ●面 積 、角 度 、 形 、 四 捨五 入 +:淡 々 と こなす 。 わ か らな

3年 ・除 法 ●小数のかけ算、わ り算 い部分を意識 して課題に

女子 ●量や測定 ・くり上が り、 くり下 が りの た 取 り組 む。
●図 形 し算、ひ き算 一:や ろ う と しな い。

表情 が乏 しくなる。

(4)単 元の 目標

● 数や量にっ いての理解を深め、基礎的 な計算が正確 に取 り組め るよ うにす る。

・ 自分で 目標を設定す ることで、見通 しを もって課題に取 り組め るよ うにす る。

・ 自己評価を行 い目標 を達成で きた実感を もつ ことで次の課題への見通 しを立て、 自己

効力感を もて るようにす る。

(5)指 導計画

1学 期 教科 書を使 っての数計算の個 々の課題理解

2学 期1/8夏 休 みの宿題の確認、 これか らの予定 の提示

2～7/8-一 それぞれの課題学習

⑥ 本時の学習

① 本時の 目標

・ 問題を考えた り解 くことで本時の課題であ る数学の基礎的な理解や計算の力を付け

る。

・ 本時の 自己目標 を適切に設定 し、達成す ることがで きる。

・ 自己評価を行 うことによ り目標 を達成で きた喜 びと次の課題への意欲を もっ ことが

で きる。
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開展の時本

◆ ウ,成 功 体 験 や 威 就 感 の 共 有 の 場 の 設 定

表2

◆ 自 信 を もて る よ う に な る た め の 手 だ て

◆ ア.課 題 提 示 の 工 夫 ◆ イ.評{彊 の 工 夫

学習内容 ・学習活動/☆ 教舗の寵慮事項

生徒 A B lc'
あ い さ つ ・気 持 ち を 授 業 に 切 り か え て 声 を 合 わ せ て あ い さ っ す る

。

自己 目標
の確認 魅=人 自席で発表 させ、

・前 回 の 目 標 ・ま と め の カ ー ドに 基 づ き 、 本 時 の 課 題 を 作 成 す る 。

課 題 の ポ イ ン トを ア ドバ イ ス す る こ と で 学 習 の 見
通 しを もた せ る 。 ◆ ア

・教 科 書3ペ ー ジ 分 と

ヂ集 中 して と り くむ3を

自 己 目 標 に す る 。
☆ 水 の 量 の 学 習 に 入 って
2回 目 で あ る こ と を 確 認

ず る 。

・教 師 が 用 意 し た 問 題 に

取 り 組 む こ と と 、 ギわ か
ら な い と こ ろ は 先 生 に 聞

く1罫 な る べ く た く さ ん
や る 」 「ゆ っ く り わ か ら
な い と こ ろ を 考 え る 」 を

自 己 目 標 に す る 。
☆ 前 回 や っ た と こ ろ よ り
や や 難 し い と こ ろ をT2と
一 緒 に 取 り 組 む こ とを 確

認 す る 。 ま た 、 「今Bの
冒 標 は や れ そ う と 思 う 」
か 聞 く 。

・目 標 を 記 入 す る指 示 を

受 け て 、 前 回 の カ ー ドを
参 考 に 自 ら考 え て 、 教 科
書2ペ ー ジ分 と して 「デ
シ リ ッ トル の 悶 題 ま に 取

り組 む こ と と 「わ か ら な
い と こ ろ は 先 生 に 聞 く ま
「先 生 か ら 出 さ れ た 問 題

を 解 く 」 を 自 己 自 標 に す

る 。
☆ 「今 日 の 目 標 は や れ そ
う と 患 う 」 か 聞 く。

本時の課
題に取 り
組む

・速 や か に 教 科 書 の 閣 題

に 取 り 組 む 。
・水 量 の 単 位 の 入 っ た 計

算 悶 題 ～ 単 位 の 入 っ た 文
章 題 を 終 え 、 答 え 合 わ せ

を しに 鴛 く 。

・繭 圏 の 続 き で 、3絹 の
プ リ ン ト問 題 に 取 り組 む

中 で 催 別 の 学 習 を 積 み 木

を 使 っ て 進 め る 。
・5ま で の 数 の 合 成 、 分

解 の 練 習 を す る 。 ☆盤
書 で は な い 個 別 の プ リ ン

・蕩 國 の 確 認 と して 、 水
と 容 器 を 使 っ て の 実 験 に

取 り 縄 む 。
☆ 蔚 回ldい100叫 が 理 解
し き れ な か っ た と こ ろ が

あ り 具懸 一
を 通 して 理 解 を 促 す .よ_うL:購藪鱒鑑 」簸 多 くす る 。 ◆ ア

・rOよ り 口 大 き い の は

?→ △ 」 の タ イ ブ の 問 題
に 取 り 組 む 。 す ら す ら で

並 す.る建 ヱ
・LOOmlの 計 量 コ ッ プ を

自 分 で 作 る。

☆ 自 分 で 操 作 して 計 量 コ
ッ プ を 作 る こ と で 水 量 の

感 覚 を っ か ま せ る 。
・コ ッ プ の 大 き さ を 変 え

て 比 較 。

☆ コ ッ プ の 形 が 違 っ て も

水 の 量 は 変 わ ら な い こ と
を 確 認 す る。
・ペ ッ トボ トル や び ん に

入 っ た 水(一 杯 ま で 入 っ
て い な い)の 量 を 量 る 。
☆ よ り 身 近 な 毅 仁で孟

一.む 止」よ ら一⊥
と 例 示 し 、 イ メ ー ジ で き

る.盛 かけす る5L◆ ア き る 。(十)柚 一.一▼7-一一
・そ れ と 共 に 、 前 画 間 違
え た こ と も あ る の で 復 習

プ リ ン トに 取 り組 む 。
・や り 直 し た もの と プ リ

ン トを 見 せ に 行 く。

☆ 正 解 の 自 信 の 程 度 を盟

斉 圏茄 漢 の 基 礎 。 前 回 確 実
に で き て い た と こ ろ で 、

出 だ しで っ ま つ か な い よ
う に す る 。

答 え は5を 越 え な い よ う
に して お く。
・ 「○ よ り1大 き い の は

?→5」 の よ う に ブ ラ ン
ク を も う け て 視 点 の 変 わ
っ た 問 題 に 取 り 組 む 。

積 み 木 を 使 う こ と で 理 解
が 進 む 。

☆ 前 回 苦 労 した と こ ろ で

で一き墾 とと こ ろ は 積 み2Lを 使
っ て 確 認 す る よ う に

いた上で評懸す建
・全 問 正 解 し て い る の を

難 搭,麺 翫 て、、
る こ と を 確 認 す る 。 ムが知り幽 てい越 塁

題 亘∠趣_る 一よ,う」監す」る」一

皇 ヱ
・他 の 生 徒 が 目 標 を 達返

、
した の を きい て 拍 手16一

髄答え
は5を 越 え な い よ う

に して お く。
・理 解 で き た た め 、 用 意

した 問 題 を こ な し 、T2の
そ の 場 で 書 い た 類 似 問 題
に 取 り 組 む 。

☆ 「大 き い 」 の 意 味 を 確
か め な が ら、 積 み 木 も利

用 す る 。

答 え は10を 越 え な い よ う
に し て お く。
・ 「7よ り こコ大 き い の は

(+1.

直 目 標達 成 の 評 価 は 他 の

生甚 に 聞 こ え る盛_i1二 」玄
る⊥ 」L立
・ ビ ー カ ー を 使 ってU=

10dlを 実 験 で 確 か め る 。

は じ め の エ 想 で は 「2000
1」 苫 答 凡 答 。.一一(二)

☆21.一 の ペ ッ トボ ド.ルを
量 る た め に 琴 ッ トル が あ

る と 便 利 で あ る こ と を 説
明 す る 。
・実 験 に よ り 間 違 い に 気

弓一1σ丁 の 間 題 でF絶 対 目 亙 き 、.さ り に 計 測 の 仕 方

寡があ薫 鵬 意げ鯉る 。

理 解 す る 。一一(.+)

曇できたこと週鑑i廷
蕪 灘 赫 至・ころ。見
せに来たところでi睦L
左 とニー竺 確認 し丸をユ

次童_」 理 解 した こ と.圭」産
認 して 評 極 立 .る』」L±

塗 るユ」L孟

自 己 評 価
カ ー ざの

記 入
す る 。

今 回 や っ た こ と 、 わ か っ た こ と 、 目 標 の 結 果 、 次 の 見 通 し を ま と め と し て 記 入

あ い さ っ ほ ど よ い 緊 張 感 を 解 き 、 気 持 ち を 合 わ せ て あ い さ つ す る 。
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② 本時の個別 目標(表2自 己目標の確認の欄参照)

③ 本時の展開(表2参 照)

④ 本時 の評価 ・生徒の評価 本時の 目標及 び自己目標が達成 されたか。

●教師の評価 ア ドバイスや教材 ・教具の使用 は適切であ ったか。

2自 己効力感 をはぐくむための手 だて と工 夫

本授業では、目標 とま とあを同一 カー ドに記入で きるよ うに した 「目標 ・評価カー ド」を

利用す ることで、生徒 自身が 自己課題 の理解 と自己評価を記入す る方法 を取 り入れ、主題に

迫 る授業であ ったかを検証 した。

(1)課 題提示の工夫

〈生徒 自身が記入す る目標 ・評懸 カー ド〉

・ 同 じ書式で記入 したが、同 じグループであ って も生

徒閤 には記入 に関す る能 力差があ った。

● 一今 日の 目標 一の項 目は、生徒が 目標 に しやす い量

的な部分 と内容の部分 と態度や気持ちの部分がそれぞ

れ記入で きるよ うに した。

● 教師か らのア ドバ イス欄 として 「先生 よ り」 とい う

欄を設 け、次の時間の課題設定の参考 にで きるよ うに

した。

・ ケースの生徒 はそれぞれに自己評価カー ドを使 うこ

とで見通 しを もち、意欲を もって課題に取 り組む こと

がで きた。

(2)評 価の工夫

〈生徒 自身が記入す る目標 ・評価 カー ド〉

・ 評価 と目標を同一項 目とす るよ うに した。

●

ぐ蛙臼嫡 臥捷麗 引勧一ド〉

置..零9今 』z`明 虞蓄8

・一 → ■ ●◎ 闘 ● 喧 一'膿
u藤 癒 壷

δ8ゐ 蟹6`む 電Oo,● 占 ㌃ 鰭 轟

σ ● 参 ら 璽 静 ヒ`■ 麓 爾 皇8G《 o

6
噌64《 亀 《 ● ゐ ■ ■ o

o り,《 響◎ 傘 も 亀9亀 己 弓oo轟6 o

貫oし マ 亀 ● 《o

働6鳴`σ 畠 亀 口 鱈 ◎ ● ■

冨:ξ=霊 孚ま言鳶'鴨'1嬢 格 う

■隔 蹴 」嘘 め 口

そ◎露鞍 ご購 …1
。.9禽&趣o● ◎,厘 も亀ひ,

【渤こ々 ,

隆'`慧櫻 川'1

轡 ㍗蝦 客 横 了だ、、 ・

驚5`9

。鴨の,Srク91め`80で ・?・1酔,覧r3

目標を設定 した後 で 「今 日の 目標 は何 とかできると思 いますか?」 という項 目を設け、

直接的に 自信の程度 を記入 した ところ、全ての生徒が 「で きます 」 「やれそ うです」な

どの肯定的な答えであ った。

● 一まとめ 一で は短時間に記入で きるよ う、項目を しぼ った。

● 予想以上に課題が進んだ ときの対応を考えっっ、今後 も続 けてい くことで効果が より

はっきりして くる もの と思われ る。

〈教材 ・教具 〉

○ 小学校時の復習の要素があることか ら、課題その もの は系統的にな って いる教科書の

練習問題を使 うことで、生徒 自身が見通 しを もちやすい ように した。

・ 生活 に身近なペ ッ トボ トルや積み木な どの具体物 を使い、生徒 自身で操作す ることに

よ り直接的 な理解 を促 した。

・ 作業や実験をす るには、各々の机 上スペースが狭 く、工夫が必要であ った。

〈3)成 功体験や成就感の共有の場の設定

● 個 々の課題達成を周囲 にわか るよ うに評価す るよ うに した。
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3成 果 と課題

対象生徒に対す る自己効力感 をは ぐくみ 「自信」を もたせ るための手だてと して、 「課題

提示の工夫」 「評価 の工夫」 と しての 「目標 ・評価カー ド」が有効 に作用 したかを検証 した。

「目標 ・評価 カー ド」の利用 は、生徒が授業 ごとに学習内容 や課題 に対 して自己目標 を決

め、その授業 の終わ りに自己評 価を した ことで、学習課題へ挑戦す る気持 ちを高め、見通 し

を もって学習に臨む ことがで きた と考え る。特 に、Cの 生徒 には有効 な手だてであ ったよ う

で、生 き生 きとした表情で学習に取 り組め るよ うにな った。 また、Bの 生徒 は、教師の予想

以上 の早 さで学習課題を こなすよ うになった。 この ことも、 「目標 ・評価カー ド」の効 力と

考え られ る。教師か ら与え られた学習課題に取 り組むだけでな く、 自分な りに目標を設定 し、

それを達成す ることで 「よ くで きま した」 と自己評価 した り、達成できな くて 自分で 「次 は

こうしよう」 と新たな 目標を もつ ことは、 自己認識を高め、 自己効力感を高める ことになる。

そのほかに、 「目標 ・評価 カー ド」を使用 した ことは、前授業の記録が残 り、生徒や教師

が学習内容を確認 した り、振 り返 った りす ることに役立 った。

「即時の評価」 は、 どの学習場面 で も行われていることで あるが、本授業では、 「大声で

ほめて、小声でア ドバイス」を工夫 とした。 「大声で ほめる」 ことが、成就 感の共有を生み、

グループ全体の意欲 と競争心を高めたよ うであ る。

課題 としては、次の点が挙げ られた。

・ 個別の 「目標 ・評価カー ド」を作 る:グ ループ統一のカー ドでな く、生徒 それぞれの課

題や学力 にあ った カー ドの項 目を用意す る。 自閉傾向の生徒の励みになるよ うな課題や 目

標項 目の設定、わか りやす い目標項 目(例 えば、で きた一た くさんやれた、一人でで きた、

じっくりゆ っくり勉強す る)の 工夫をす る。

・ 教師の評価の仕方を工夫す る:即 時の評価だけでな く、黒板に花丸をっけ るなどの視覚

的な評価の工夫や、 「目標 ・評価カー ド」 に次の授業の学 習内容や課題 についてのア ドバ

イスを書 き込むなどの、次回 にっなが り残 る評価の工夫 も必要であ る。

指導事例2小 学校心身障害学級(知 的障害)「 国語」の指導

1学 習指導案 対象児童3名 指導者2名

(1)単 元名 「のびのび と表現 しよ う」

詩rく だ もの』 ・劇遊びrお お きなかぶ』

(2)単 元設定の理 由(省 略)

(3)児 童の実態(個 別指導計画省略 表3参 照)

(4)単 元の 目標

「ことばあそび ・詩 」① ことばのお もしろさや リズムを感 じ取 って楽 しむ。

② イメージを もって詩を読む。

「お お き な か ぶ」① お話のあ らす じを理解 して楽 しむ。

②役割を決めて、協力 しあ って劇遊 びをす る。
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表3、 国語の学習における児童の実態

課 題 本 人が と らえ て い る課 題 自信 に関 わ る 特 徴 的 態 度 ・行 動

・発 音 +:絵 本 す き +=い や が らず に や る 。 「は い 、 は

D ・語 い を 増 や す 紙芝居 すき い 」 と 手 を あ げ る。 指 名 され た

5年 ・ひ らが なの 書 き こ と ば す き 時 に、 黙 らな い で 答 え る。 に ご

男子 ・カ タ カ ナ の 単 語 の 読 み 一:ひ ら が な き ら い
に こ した り、 良 い 表 情 で 行 動 す

・か ん たん な 文 の 読 み る 。 で き た 時 、 グ ー の サ イ ン を

出 す 。
一:「 で き な い 」 と 言 う

。 首 を 横 に

振 り 、 黙 って し ま う 。 集 中 で

きず 、 学 習 に 関 係 な い遊 びを や

る 。

・ゆ っ く り は っ き り 文 で 話 す +:絵 本 す き +:fや る 、 や る 」 と 進 ん で 取 り 組

E ・発 音 紙芝居 すき む 。 元 気 よ く手 を あ げ た り行 動

6年 ・語 い を増 や す 日記 す き し た り す る 。 「わ か っ た 」 と に

女子 ・1年 生 の漢 字 の 読 み 書 き 作文 すき こ に こ す る 。
・話 の 内容 の順 序 だ て こ とば だ い す き 一 ・も じ も じす る

。 は ず か し い と 手

で 顔 を か くす 。
「わ か らな い 」 「む ず か し い 」

と 言 う 。

・発 音 +:絵 本 す き +:「 わ か った 」 と楽 しそ う な表 情

F ・カ タ カ ナ の 読 み 書 き 紙芝居 だいすき をす る 。 元 気 な 声 で 話 す 。

6年 ・か ん た ん な 漢字 の 読 み こ とば だ いす き 「で き る」 と言 って 積 極 的 に取

男子 ・正 しい 表記 を 覚 え て 文 に 表 一:日 記 き ら い
り組 む 。 集 中 して 黙 々 と取 り

す 。 作 文 き らい 組 む 。
一:確 認 を 求 め る 。fで き な い 」

「む ず か し い 」 「む り 」 と 言

う。 取 りか か りが 遅 く な る。

(5)指 導計画 全20時 間 本時16/20(1時 間の うち、◆各1/2時 間ずつ)

◆ ことばあそび ・詩

● 「ばアの うた」 「ポイ」動作をつけなが ら楽 しんで呼びか けるよ うに言 う。(6)

・ 「くだ もの」食べた り書 いた り描いた りした後、 イメー ジを もって詩を読む。(1D

● 「ふ ウの うた」吹 きっこ遊 びを した後、 リズムにの って詩を読む。(3)

◆劇遊 び

・絵本の読み聞かせ:話 のお もしろ さを味わい ス トー リーや登場人物 を知 る。(2)

・パ ネルシアターと台本作 り:パ ネル シアターを見る。せ りふを決めて台本を作 る。(7)

・劇遊 び:小 道具を作 り、劇遊びをす る。他の グループに発表す る。(10

⑥ 本時の学習

① 本時の目標

・詩 「くだ もの」の ことばの イメー ジを もって読 んだ り書いた り、発表 した りす る。

● 「おおきなかぶ」の劇遊 びを楽 しみ、のびのび と表現する。

② 本時の個別 目標

D・ 詩に興味を もち、進んで読んだ り視写 した り発表 した りす る。

・自分の役が分か り、楽 しんで動作 し、 自分か らせ りふを言 う。

E● 詩 の ことばのイメー ジを感 じ取 って読み書 きす る。めあてを決めて発表する。

・自分の役が分か り、楽 しんで動作 し、せ りふをはっきりと言 う。

F・ 詩の ことばを理解 しイメー ジを もって読み書 きす る。 めあてを決めて発表する。

●みん なの役が分か り、楽 しんで動作 し、せ りふ をはっきりと言 う。
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表4 本 時 の 展 開

◆自信をもてるようになるための手だて ☆教師の支援

ア.課 題提示の工夫 イ,評 価のエ夫 ウ,成 功体験や成就感の場の設定

学習内容

あいさつ

前時の話

本時の話

詩 「くだ

もの」

劇遊び

「おおき

なかぶJ

次時の話

あいさっ

全体の学習活動

姿勢を よ くして 「は じめのあいさっ」

をす る。

前時の活動を思 い出 して答える。

本時の学習 について知る。

カ ー'示 の'

た猛_◆ ア

「なんだ うなエ プロ ン」 から取 り出す

りん ごを見た り食べ たり して、詩 のこ

とばのイ メージを っか む。

☆実際に食べ なが ら表現 し、イメー ジ

がっかめ るよ うにす る。

りん ごの文を読む。

「なんだうなエプ ロン」か ら取 り出す

バ ナナを見た り食べた りして、詩の こ

とばのイメー ジをっかむ。

☆実際 に食べなが ら表現 し、 イメージ

が っかめるよ うにす る。

バ ナナの文を読む。

2行 を通 して読む。

み か った 、め

◆イ

机の場所 に移 動 し、2行 を書 く。

前 に移動す る。

詩を通 して読 む。めあてカー ドを選

ぶ。

の め'め こ に一
「くだ もの」 の詩 を通 して発表する。

発表につ いて、 自分で評 価カー ドIll

に青いマ グネ ットを付ける。

☆教師は赤 いマグネ ッ トを付ける。

つL」 な

丈建 皇次の課題を伝え励ます。

劇 遊びのめあて 「ゆっ くり はっきり

たの しく」を確認 し、 自分 のめ あてを

決 める。

役 を確 認す る。

場所 や小道具の準備を しチ ョッキ等を

着 る。

スムーズに'に'

「おおきなかぶ」の劇遊びをす る。

☆かぶ の役はT2が 行 う。

☆せ りふが 出ない時や早 くな った時に

は支援す る。
'の せ ふが

.わ った'

一
後片付けをしていすに座る。

めあて につ いて自分で評価カー ド1に

赤いマ グネ ッ トを付ける。

☆教師は赤 いマグネ ッ トを付け る。

っ ここ こ の

一 ユ.一皇t立

次時の学習 につ いて知る。

姿勢を良 くして、終 わりのことばを言

う。

Dの 学習活動

みん なと一緒 に声を出す。

☆Dが 声 をだすように促す。

思 い出 して答 える。

話や絵 カー ド'で分かる。

詩の ことばを聞 き、 」さ くっ

と卿を意識 して食べ る。 」つ

めた くで を感 じて食 べる。

声を出 して読む。

☆1音 ずっ区切 らないで単語

と して読むよ うに促す。

詩 の ことばを聞 き、 」も くん

と鱒を意識 して食べ る。`や

わ らかい"を 感 じて食べ る。

声 を出 して読む。

☆ ことばをとばさないで読む

ように促す。T2リ ズムを とる

時 に補助 する。

文字の視写をし確認する。

☆Dに 声かけ等の補助をす

る。

カー ドを選 び、めあてを意議

す る。

少 し教え ても らいなが ら発表

す る。

☆あわて ないでゆっ くり発表

す るように促す。

自分でマ グネ ットを付ける。

☆発表の意欲と自信にっなが

るように評価する。

めあてを発表 し、意識す る。

みんなの役が分か る。

いすを片付けて チ ョッキを着

る。

始 まりのことばを言 って、 ア

コーディオ ンカーテ ンを開け

る。

まこの役を やる。

☆せ りふを しっかり言 うよ う

に促す。

フ ィナー レの 歌を 楽 しく歌

う。

チ ョッキを片付 けいすに座

る。

自分でマ グネ ットを付 ける。

よか った点や次 に頑張 ること

につ いて話を聞 く。

次時の話を聞 く。

みんな と一緒 に声を 出す。

☆Dが 声を出す ように促す。

Eの 学習活動

みん なに聞 こえるようにはっ

きりと言 う。

単語で はなく文で答える。

☆文で答え るように促 す。

話や絵 ヵ一 ドで分 かる。

詩の ことばを しっか り聞 き取

り、 齢さくっと"を 悪識 して

食べ る。 餉つめ たくて'を 感

じて食べ る。

「さくっと」をは っきりと発

音 して続む。

☆文字を確認 しなが ら読 むよ

うに促す。

詩 の ことばを しうか り聞 き取

り、"も くん と曾を意識 して

食べる。 」やわ らか い露を感

じて食べ る。

「やわ らかい」を きちん と発

音 して読む。

☆文字 を確舗 しなが ら読む よ

うに促 す。 リズムを とうて読

む時に手拍子に合わせ るよう

に促す。

詩 を文字 に書いて簾認す る。

☆ 促音や 「ら行(ら → ろ)」

が正 しく書けてい るか確認す

る。

3枚 の カー ト'の違いが分か

り、発 表への意欲を もってめ

あてを決 める。

め あてを意繊 しなが ら発表す

る。

☆照れ ないで スムーズに発表

す るように支援 する。

自分で考えて マグネ ットを付

け る。

☆次の課題を意識 したり、自

信につ なが るように評価 す

る。

めあてを決めて意欲を もつ。

役を文で答え る。

いす を片 付 け て衣 装を 付 け

る。

おばあさんの役をす る。

☆動作を大 き くっけてのびの

び とや るように声かけをす る

フ ィナー レの 歌を 元気 に歌

う。

衣装を片付 け、いすに座 る。

自分で考えて マグネ ッ トを付

け る。

よか った点や次時 のめあてに

っ いて話を よ く聞 く。

次時の話を しっかり聞 く。

みんなに聞 こえるよ うには う

きりと言 う。

Fの 学習活動

よ く分か るようにゆっ くりと

言 う。

友だちの意見 を聞 いて答える

☆友だ ちと違 うことを言 うよ

うに促す。

話や絵 カー ドで分か る。

詩の ことばを しっか り聞 き取

り、言葉を意識 して食 べる。

発音 しに くい字句(さ くっと

も間違えないで続む。

☆文字を確認 しなが ら発音す

るように促す。

詩のことばを しっか り聞 き取

り、言藁を意識 して食べ る。

発音しにくい字句(も くんと

やわらかい)を 間違えないで

続む。

☆文字を確葱しながら発音す

るように促す。リズムの間を

とって読むように促す。

詩を文字に書いて確認する。

☆発音しにくい字句を正しく

書けているか確認 し支援す

る。

3枚 のカードの違いが分か

り、挑戦する気持ちをもって

めあてを決める。

めあてを意識しながら発表す

る。

☆言葉が出ない時は自信をな

くさないように支援する。

自分で考えてマグネットを付

ける。

☆次へのめあてや自信につな

がるように評価する。

自分 で 考え て めあ てを 決 め

る。

みん なのや る役が分か り、文

で答 える。

いす を片付けてア コーデ ィオ

ンカーテ ンを引 く。

チ ョッキを着る。

お じいさん の役をする。

☆気持 ちをこめてせ りふを言

うように声 かけをする。

フィナーレの歌 を元気にのび

のび と歌 う。

チ ョッキを 片 付け い すに 座

る。

自分でよ く考え てマグネ ット

を付け る。

話を聞 いて 、よか った点 や次

時のめあてが 分かる。

次時の話を閣 いて分 かる。

よ く分か るようにゆっ くりと

言 う。

饅察紀録欄;F

十 一

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

`記 録

元気 にあいさ

っす る。

「くだものを

読み ました」

と答え る。

カ ー ドを見 て

す ぐに発言。

集中 して いる

嬉 しそうに食

べ る。

さくっとっめ

た くて→た く

っとちゅめた

く て(と 発

音)

見通 しを もっ

た行動(自 分

か ら前に出て

紙 を変え る)

もくん と→ も

く と(と 発

音)

リズムの注意

を分かるまで

に時 間がかか

る。

詩 を書いた紙

を 見たが る。

間違 いを3回

直 し丸を もら

ったら 「でき

た」 「み て」

と満足。

めあ てを 「台

の上」 と自分

で決め る。

真剣に発褒。

DとEの 評価

を受け喜ぶ。

自信を もった

顔で 自己評価

EDの 発表 も真

剣に聞 き評価

す ぐ手を挙げ

め あ て を 言

う。

やることが分

かり積極的に

準備。

の びのびと楽

しく演 じるが

ふ ざ け も入

る。

元気 に歌 う。

よく分か って

いてす ぐ動 く

頑張 うたと自

己評価。

次に頑張 る点

を指摘 され姿

勢を くずす。

「楽 しか った

と聞かれ 、手

で グーの サイ

ンを 出す。
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③ 本時の展開(表4参 照)

④ 本時の評価 ・児童の評価 本時の目標が達成 されたか。

・教師の評価 手だて と工夫は適切であ ったか。

2自 己効力感をは ぐくむための手だて と工夫

児童が 自己効力感を は ぐくむために、次の よ うな手だて と工夫を行 った。

(1)課 題の 明確化

児童が見通 しを もって課題 に取 り組めるよ うに、学習内容を示す絵 カー ドを表示 した。

また、詩 の発表場面で は、めあて カー ドを3種 類用意 し、児童が発表の課題 と して1枚 選

択で きるよ うに した。課題を

明確化す ることによ り、児童

は課題達成 に対す る価値観 と

意欲を もっ ことがで きる。 自

分で課題 を選択で きる ことは、

そこに 自己効力感が作用 して

いると考 えた。

(2)評 価 の工夫

一つの課題に児童が取 り組

む と き、 「努 力 に対 す る評

1

あ
お
し
矩

の

と

ユ

ず
う

《
ζ

臼

・夢2
り
こ
犠

糠

くめあて カ ー ド〉

〈評価 カ ー ド〉(例;ビ カ チ ューカ ー ドの評 価)

1か い も

みなか った
・

みた 一

iどららκ
トr∫"}π

抽1る

・

がん ば った 鱒

が んば らなか うた 一

董どららに
1一マf1}

抽1,ろ

価」 と 「課題 に対す る評価」の二つの観点が存在す る。その観点の違 いを明確 にす るため

に、それぞれ評価カー ド1とllを 用意 した。評価カー ドは正 しく自己評価す る手だて とな

り、該当す る位置にマグネ ッ トを付 けなが ら課題達成度を評価す る。教 師とのや りとりの

中で 自己評価力がっいて い くよ うに、色違 いのマ グネ ッ トを利用 し支援 した。

(3)成 功体験や成就感 の共有

成果の発表や児童 同士の相互 評価の場面 を設定 し、友だちの成功体験 の観察や成就感 の

共有がで きるように した。相互評価や集団の中での認 め合いが、 自信を深 めて い くと考え

た。詩の朗読 は発表形式で行 い、 自然 な形 での相互評価、成功体験の観察、成就感の共有

が行われ るよ うに配慮 した。

(4)繰 り返 し

児童が学習 内容 の見通 しを もち、安心 して課題 に取 り組 め るよ うに、授業の流れをパ

ター ン化 した。詩の学習で は果物 の種類を徐 々に増 や し、様 々な活動を繰 り返す中で、 自

己効力感をは ぐくみ、 自信を もって詩の発表がで きるよ うに した。 また、劇遊 びを繰 り返

す 中で、 自信を もって発表で きるよ うに配慮 した。

3成 果 と課題

今回、 自己効 力感をは ぐくみ 自信が もてたかの評価は児童の実態を考慮 して 、それぞれの

《観察記録+一 》や 《表情や態度》 のみ とりをするとい う方法で行 った。対象児童Fに つ い

て次 に述べ る。

・ 次の見通 しを もった行動が多 く見 られた。繰 り返 しの中で、学 習す ることや課題が分か

り、安心 して取 り組んで いた。
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● 課題選択の場面で 、めあて カー ドは 「ピカチ ューカー ド」を選ん だ
。 それ まで少 しは

しゃいでいたが、発表の場面では真剣な表情にな り緊張 しなが ら詩を発表 した。拍手や友

だ ちの褒 め言葉 に嬉 しそ うな表情 を見せ、 自信を もって"1回 も見 なか った""頑 張 っ

た"と 自己評価 を した。 適切 な課題 と評価の工夫が 自信につなが っていた。

・ 児童の実態か ら自己評 価は難 しい と思 っていたが、視覚的に した り内容を細か くした こ

となどで、 自己評価が で きていた。 自己評価で きることはテーマ と関連 している。

・ 詩の発表の時、Dは 「す ごおい」 と拍手、Eは 「すば らしい、F君 、か っこいい」 と拍

手 、教師の拍手 も受 けみん なに認め られ、Fの 自信 は深まった といえ る。DやEの 発表場

面 で も子ど も同士の自然 な相互評価が見 られ、 自信にっ なげるのに有効であ った。

今後の課題 と して、次の2点 が挙 げ られた。

① 発表形式 は、 自己効力感を高め、 自信が もて る教科指導の工夫 と して効果的であ る。 そ

の際・児童 に分か りやす い課題を設定 し、自己評価 しやすい評価の観点を立て る必要が あ

る。3人 それぞれに応 じた各々の課題 カー ドを作成す ると更によい。

② 全体 を通 してめあて と評価が盛 りだ くさんであ った。劇遊びの評価は、評価カー ドでな

く、感想を発表 した り、問いか けで評価 してい く等の方法 もある。 今後の課題であ る。

指導事例3中 学校心身障害学級(知 的障害)「 国語」の指導

1学 習指導案 対象生徒4名 指 導者2名

(1)単 元名 「ひらが なや 力タカナを書 こう」

② 単元設定の理由(省 略)

(3)生 徒の実態(個 別指導計画省略 表5参 照)

(4)単 元の目標

・ 選んだ グループの言葉を探 し、 ひ らが なや 力タカナでの読み書 きに慣れ る
。

・ 語句の表記や発音を正 しく身 に付ける。

● 力タカナの使 い方に関心を もっ。

(5)指 導計画 全20時 間 本時13/20

「ひらがなや 力タカナを書 こう」

・ひ らが なで書 く9時 間

●ひ らが なや 力タカナで書 く4時 間

・カタカナ探 し7時 間

⑥ 本時の学習

① 本時の 目標 ・ 「ひ らが なや 力タカナを書 こう」

前回の課題を思い出 し、 自分で課題を決める。

選んだ グル ープの言葉を考え、書 き出す。

自分 や友だ ちの書いた カー ドを大 きな声で読む。

友だちの発表を しっか り聞 く。
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表5生 徒 の 実 態

日常生活の様子 ・行動の特徴 課題 学習場面の好 き嫌い 自信に関わ る特徴的な態度 ・行動

(行動観察記録やビデオから)

基本的生活習慣1ほ ぼ自立しているが、細かい操作には指導が必要 ・聞 き取 る力 を ・書 くこ と全般が +:課 題にどん どん取り組む他者

G 対人 関係:照 れ屋 だが 、大人へ の気 遣 い もで きる。 つけ る 苦手 の評価をする

コ ミュニケ ー シ ョン=日 常的 な言葉 な ら理解 で き る。 自分 の興 味の
・字 を 正確 に書 く 声が大きくなる

2年 あることなら大人を誘 う ・単語 の読み 轡 き ・絵本の読み聞かせ (喜 びは ガ ッツポ ーズ ・笑顔)

・文章 の書 き方を 劇活動は集中する 一 』うなだれ る 、ふ さ ぎこむ 「わ

男子 夜寝 るの が遅 く、授業 中、 居眠 りが 多 い。 フ ァ ミコ ンが 好 き。 知る ・しりと りは好 き か らな い」 と諦め る、や って

人とのや りとりは好き
・語 いを増 やす い るふ りを す る

基本的生活習慣:ほ ぼ自立 しているが行動の始めに声かけが必要。 ・会話場面を増やす ・考 えて 表現 す る +:手 を挙げて発表する

H 対人関係:最 近クラスの友だちに自分から関わり始めることが
・話を聞き理解する 活動は苦手 確認を取 りなが らも課題に取

多 くな って きた 。
・促音 、長 音、拗 音 り組む

2年 コ ミュニ ケー シ ョン=会 話 は単語 か 二語 文で 応答 する ことが 多 い。 を覚える ・繰 り返 され た活 動 (喜 び は笑 顔 ・顔が あが る)
・語 いを増 やす は集中できる 一'顔 を手 でふ さ ぐ

男子 指 摘 され ると怒 られた と思 う。
・言葉探 し遊 びは わかった振 りを して不必要な

パ ニ ック などを起 こす と周 りの人 への 乱暴 な行 動が あ る。 好 き うなず きが 多 くな る

基本 的生 活習 慣=や る ことが解 って いれ ば 、一人 で済 ませ る こと も
・語 いを 増やす ・特に苦手意識は +:手 を挙げて発表する

1 できる。事の初めに声かけが必要 ・単 語 の読み書 き ない 他者を評価 し違いを教える課

対 人関係=問 題 なく誰 とで も関 わ る ことが で きる。
・漢 宇 の読み書 き 題にどんどん取 り組む

1年 コ ミュニケ ー ション1日 常 的 なや り とりは 行 うことが で きる。 ・つづ り方、 作文 ・読む 活動 は好 き (喜 びは 笑顔 ・少 しの興 味)

・言葉 探 し遊び は 一 ・ 「難 しい」 と言 う

男子 パ ソコ ンが好 き、操作 もで き る理 解 力 は高 いものを 持 って い る 好き 集中力が一気に落ちる

提示 な どを聞か ず、思 いを 通す こ と もある。 両手をこする行動がでる

基本的生活習慣:日 常生活の面では何 とか一人で行えるものも増え ・音の 認識 ・写真 カ ー ドの 活勤 +:カ ー ドの 答 えをす ぐに答 え る

て きて い る。 声が け や介助 は多 く必 要で あ る。 ・要求を言葉で表現 は好 き 声 も大きい

J 対 人関 係=自 分 か ら関 わ るこ とはな いが 、関 わ って くる友だ ちに も する ・なぞ りは好 き カー ドをよ く見 る

慣れ て きた。大人 へ関 わ り出 す ことが増 えて きて い る
・絵 の認識 (喜びは興奮)

1年 コ ミュニ ケー シ ョン;オ ウム返 しで の対 応が 多い。 発語 は まだ少 な ・語 いを増 やす ・理解 で き ない もの 一:大 人の顔を見て様子を うかが

いが要求語を中心として少 しずつ増えてきている ・一語 文 には参加しない う

男子 落ち蕾きのなさが顕著に現れ

感覚遊びが好き。 感覚遊びを始める

簡単な指示は理解できる。

② 本時の個別 目標

G・ ・ノー トを見て前 回の課題を思い出 し自分で課題 を設定す る。

ひ らが なや カタカナの表記に気 を付 けて丁寧 に書 く。

友だちの発表を聞いて 自分の意見を発表す る。

H… ノー トを見て教師の支援を頼 りに課題を設定す る。

選んだ グループの言葉を教師の支援を受 けなが ら考え る。

友達の発表を しっか りと聞 く。

1・ ・前回の課題 を思 い出 し自分で課題を設定す る。

選んだ グループの言葉をひ らが なとカタカナを使 い分けて表す。

友達の課題を考えて、評価 をす る。

J・ ・写真カー ドを見て 、単語で答 える。

友達の発表を聞 く。

③ 本時の展開(表6参 照)

④ 本時の評価

●生徒の評価 本時の 目標が達成で きたか。

●教師の評価 手だて と工夫は適切であ ったか。
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表6 本 時 の 展 開

◆自信を持てるようになるための手だて ☆教縣の支援

ア.課 題提示の工夫 イ,訴 優の工夫 ウ,戚 功体験や或就感を共有する場の設定

学習の内容 全体の学習活動 Gの 学習活動 慧の学習活勤 星の学習活勤 3

あ い さ っ 日直の 号令 に合わせて、 は っき り、元 気よ 姿勢を正 し 姿勢を正し号
「お纐い します」と大 きな く言 う て、 タイ ミング 令に合 わせて、

声を出す を合わせる あ いさっをす る

☆日直である事を意

委勢を良くするように促す 鐵させる

」

前 時 の話 前時の活勤を思い出して 窓動内容と使ったカー ドを思い出す

答える ノー トを 見て文章 ノー トを見て 思い出して文

で答える 単語で答える 意で答える

☆ ノー トを 見るよ う ☆声かけによる

に声をかける 支後

本 時 の 話 本時の学習にっいての確忽 教師の話を聞き、課題を思い出す

カー ドを使 て本時の活勤の選択を行う
・動物

、果物 、野菜、乗 り 動物 、果物 、野菜 果物か野菜を 動 物、巣物、

物のφから選ふ の中から今回やりた 選 び、教節に支 野 菜、乗 り物の

・ひ らカミなとカ タカナの い宍窓を決め発表す 援 され、一藷文 串から今罎やり

2種 類から選ぶ る で発表する たい内容を発表
・がん ばる懸を決め る する

☆黒板に課題カー トを貼る ☆競駆の課題を意識 ☆ カー ドを見せ

ことで発表時や相互評価時 させ るように声をか て選択を促す

に確認ができる ◆ア け る

自己課魑の ノー トに本時の取 り組 み 自分の ノー トに今 日の 目標 を記入する

設定 を記入する 思 い墨 して、ゆ っ 黒板の カー ド 思い絡して憲

くり、 しうか り書 く を見て欝く く

☆ ノー トに憲 き取 ることで ☆丁寧に婁けるよう ☆握き方を礎認

自分の課題をより明確に確 支援する し、文章作成 の

認できる ◆ア 支援をする

「言葉を考 自分の紙に書 き出す。 思いっく需葉を書き出す

え る」 書き出した紙を黒板に貼 自分の決めた課題 鶴分の決めた 自分の決めた課

る。 にあった内容を考 課題 にあ った内 題にあ った内容

え、誤字や脱字に気 容を教節と一緒 を使い分けて書

☆警いている場函でも選行 を つけて婁 き出す。 に考え甕き出す き出す

具合や書き方などの指導を

含めて即時の評価を行う 黄色 のカー ドに書 き 緑色の カー ドに 桃色の カー 臼 こ

◆イ 出し黒撚 こ貼る 婁き出 し黒 板ξ二 欝き出し黒板に

貼る 貼る

☆絵 カ ー ドを貼 りに来た生

徒に努力している点を翻め ☆ ゆっ くり丁軍に大 ☆決めた枚数よ ☆勉の課題 も行

励ます き く書 くよ う声をか りも多 く行 って って良 いことを

◆イ け る も良い ことを 伝える

伝える

☆書いた カー ドをみ んなの 挙手 して順番を決める

前 で発表す る。 ◆ ウ ノー トを見て 、 順番を守 り、 ゆ うくり大 き

ゆ うくりと発表す る 最後 まで しうか な声で発表する

☆全体的に静かにするよう りと発 表する。 枚数や種類を確

声をかける 鋸しながら聞 く

自分の課題を ノー 薗分の課題を 自分の課題を

☆自分で決めた課題に対し トなどで確認して評 教師と一緒に確 思いだ し、評 価

て評価する ◆イ 価する 認 し評価する する

☆友 だ ちのカ ー ドを読 んで 大 きな粛でカ ー ド カー トをゆっ カー ドを読 む

み よ う ◆ ウ を読む くり読む 中で課題 と合 っ

ていない もをの

☆全体に静かにするように 探す

声をかける

☆友だちの課題を評価する 友だちが課題にし 教師の支擾の 書者方に対 し

◆イ た種類を確認しなが 串、枚数を確認 て評優する

☆今恩の学習について教晦 ら、意見を言 う す る

からの評価を して次回につ

な硬 るよ うに鋤 ます 。

次 時 の 話 次時の掌習について知る 次回の内容をしっ 最後まで話を 次回の内容を

か り懸 く 照 く 懇き労かる

あ い さ つ 姿勢を正 して終わりの言 大きな駕で号令を 号令に合わせ 大 きな粛で、

葉を言う か ける て声を出す あい さっ をす る

手だてに鮒す るGの 反感

Gの(聚 言 ・表憶 ・行動 の読み とり)授 業記録 より

+時 間になるとサ ッと立ち上がり号令をかけ始め

る。

一発問 に対 して 「なん だ っけ なあ一」と答え る。

一ノー トを見て
、前回ので きなか うた課題 に対 して

rが んば った けど、で きなか った」 と答 える。

+黒 板 用の提示用 カー ドを手渡 され今 日の課題 を考

え始め る。

÷新 しいカ ー ト 〈野 菜)が 茄わ ったこ とに苅 して、

特 にため らうことはな い。

+カ ー ト選択 、課 題設定をす ぐに行 う。

÷f私 は、野菜 をひ らが なで婁 き ます3と は っき り

と答え る。

÷友だ ちの課 題 発表 を闘 いてfわ あおjfよ うし

司 な どの反 応を見せ る

÷教飯の捲示の 璃に昌鈴の課麺 を ノー トに穏き始め

る。
一書 き間違え に対 して 「ああ一」 と言 いなが ら顔を

手で覆 う。

☆っけ加え と訂 正を指示 される。

☆ゆ っくり書 くよ うに指 示され る、

+い つ ものべ 一スよ りも多 い数 の言糞を登 き出すσ

+書 き方 など指 導す る中で 「今日は見やす いね」の

評価 に集中 してい た表情 か ら夷顔が 出る。

+「 今 日は た くさん書 いたね」の評価 に教 師の方を

冤て笑顔 とVサ インで答え る

+行 う活動にサ ッと手を挙げ発表の順番を譲 らな

いo

+大 きな声 で自分の書 いたカー ドを読み 上げ る。

一盧 己評価 の時 に友 だ ちか らの 「違 うの があ りま

す」の声 に、が っくりと しゃがみ こむ。

☆遷いを訂正 を した後 に、 「やさ い」 「ひ らが なで

と表記 」に対 してがん ば った ことを評価 で きるよ

うに声を かけ る

一少 しの間 、席に戻 ってか らもうつ伏 せてい る。

+Hも 間違 え を指摘 され た とき、 それを 聞 いてい

て、顔を 上げ元気に なる。

+【 の評価をGが 行 ったときに、全部正解 だ ったの

で 「わ あ一お」 「す ご く、がんば りま したjと 評

価ず る。
一今回初め ての読みの活動 では手を挙げず 身を後ろ

に反 らす。

-Gの カー ドを友だ ちが読 んだと き、脱字 があ り読

め ない と、 自分の間 違 いに気 がつ き 「え え一」

fや っば3と 言 う

+1が 実施 した後に 「で きそ うだ」 と感 じたのか、

手を挙げて 発表を行 う。
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2自 己効力感をは ぐくむための手だてと工夫

(1)課 題提示の工夫

課題 カー ドを自分で選択す る事で 「で きなか ったことを再 びや ってみよ う」 「次の課題

を試 して みよう」 とい う自己効力感が作用す ると考えた。また、選択 した課題 カー ドを黒

板 に掲示す ることで、取 り組 みをより明確 にで きるよう配慮 した。

② 評価の工夫

それぞれの取 り組ん だ内容を黒板 に掲示 して い くことで、課題 カー ドと見比べ 自己評価

の補助 とな ると同時に相互評価を して い くときに も役 立っ と考 えた。

(3>成 功体験や成就感の共有

発表場 面を設定す る事で、お互いのがんば りや成功体験を認め合 う場を設 けた。

(4)繰 り返 し

授業の流れをパ ター ン化す ることで、生徒 にとって見通 しの もて る流れ と した。

3成 果 と課題

授業の流れのパター ン化 とその繰 り返 しが、生徒にとっての安心感 とな り、新 しい課題 に

も取 り組んで いけ るか ど うか とい う点 について、対象生徒Gを 中心 に考察 した。

・ 見通 しを もった行動が多 く見 られた。

その結果

・ 本時の 自己課題を明確 に答え ることがで きた。

・ 書 き間違 えに気付 いた時、即時にア ドバイスをす ることによ って表情 に笑顔が戻 った。

・ 友達の カー ドを読 む とい う新 しい課題 に対 しては、他 の生徒の成功 した様 子を見 ること

で、 自分 も挑戦 したい とい う気持ちが芽生えた。

Gは 、授業の中で、わか らない時や、新 しい課題 を前に して、 どうして も尻込みす る場合

が多いので、教師の生徒への個 々の支援 とタイ ミングが重要で ある。また、友達の模倣の場

合で も適切 な評価を与え ることによって 自信へ とっなげてい くことが大切である。

今後の課題 と して、各 自の課題を さ らに明確 にす るために毎時の課題設定 と成果を模造紙

などに書 き入れ、授業時数の経過 とと もに 自分の成果が一 目でわか るよ うな方法 を取 り入れ

てみ たい。

IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究のまとめ

(1)課 題提示の工夫

事例1で は、 「目標 ・評価カー ド」を毎時間書 くことで、前時の学 習内容を振 り返 り、

本時の学習内容を把握 し、 自分 な りのめあてを もっ ことで 「何 とかやれ る」 という見通 し

がたて られるようになって きた。

事例2で は、学習内容を絵カー ドで示す ことにより、学習の流れをっかめるようにな っ

て きた。また、子 どもたちの大好 きなキ ャラ クターを使 った 「めあてカー ド」を、 自分で

選択す ることで課題が明確にな り、 「多分で きる」 とい う気持ちをもてるよ うになってきた。
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事例3で は、2種 類の カー ドを自分で選択す ることで課題を把握 し、さ らに黒板に掲示

す ることで明確化 して 「何 とかやれ る」 とい う気持 ちが もて るよ うにな って きた。

全体 を通 して、①適切な課題 とは、難 しす ぎず、易 しす ぎない ものであ ること(失 敗 し

て も立ち直れ る もので ある こと)、 ② や った ことのある課題な どは、見通 しをたてやすい

こと・③学習内容的な もの と態度的な ものの両面か ら課題提示す ること、④ 自分で選択す

る場を設け ること、以上 を積み重ねてい くと自己効力感が もて るよ うにな ることが分か っ

た。

(2)評 価の工夫

事例1で は、毎時間 「目標 ・評価 カー ド」を利用することで 自分の立てた目標に対 して

「よ くで きた」 とい う自己評価を して、次時への見通 しや新 しい課題への意欲が見 られた。

カー ドを使 っての 自己評価は、 自己効力感 をは ぐくみ自信 を深 めるのに有効であ った。

事例2で は・評価 カー ドを用 いて評 価を視覚的に したこと、課題 と努 力の二面か ら評価

し観点 を明確 に したこと、その繰 り返 しで小学生段階の子ど もに も自己評価力がっ いて き

た。 また、発表の場では、子 ども同士の相互評価 もで きた。 自己評価だ けでな く相互評

価 も自己効力感を は ぐくみ自信を深めるの に有効であ った。

事例3で は、黒板に掲示 した課題 カー ドを学習後 に確認す ることで、個別の達成度が分

かると同時に、相互評価の手だて ともなった。

全体を通 して、①評価の観点が明確 なこと、② 自己評価の積 み重ねや相互評価が 自己効

力感 にっなが ること、③評価カー ドだ けでな く、教師の即時評価 も自信につ なが る要素で

あることが分か った。 また、知的障害の児童 ・生徒 に も適切 な方法を工夫 してい くこと

で 自己目標の設定や 自己評価が可能にな って い くことも分か った。

(3)成 功体験や成就感の共有 の場の設定

成果の発表 や相互評価の場面 は成就感の共有の場 と して有効であ った。個別学 習で は、

共有の場の設定 は難 しいが、個 々へ の声かけを全体の場でや ってみるなどの工夫で共有の

場 を設定することがで きた。対象児童 ・生徒 の観察結果か ら、成功体験の共有や児童 ・生

徒 による相互評価が 自信への大 きな要素にな って いることが分か った。

(4)繰 り返 し

障害のある児童 ・生徒 は、理解す るのに時間がかか った り、忘れて しま うことが多か っ

たりする。上記の(1×2)(3)について も繰 り返 し行 うことによ って、一層 自己効力感をは ぐく

み 自信を もて るよ うにな ることが、授業研究後の児童 ・生徒の様子か らも分か った。

2今 後の課題

児童 ・生徒一人一人が 自信を もてる指導を行 うには、教師の役割が重要で ある。教師が、

個別指導計画 に基づ き、個 々に対す る即時の観察 と評価 をいか に適切に行 って い くかが一

人一人の 自己効力感 を高めてい くことにつなが る。そのために も、授業者 と しての教 師の

観察や評価 だけでな く、他の教師か らの観察や評価、また、保護者やその他の授業参観者

か らの観察や評価 を取 り入れてい くことが大切 にな って くる。

今後 は、そ う した視点を踏 まえて、教科学習では ぐくまれた自信が 「生 きる力」につ な

が ってい くようにさ らに研究 を深めてい く必要がある。
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一人一人の力を伸ばす集団における指導の在 り方

一 集団の中で個別の課題 にこたえる授業の工夫 一

研究の概要

本分科 会では、集団 におけ る指導を児童 ・生徒の成 長 ・発達 に とって欠かせない重要な

ものである とその意義を肯定的 にと らえた。 そ して、集団における指導を個別の課題に こ

たえ る配慮 と工夫 に満 ちた もの と してよ り充実 させ ることが、児童 ・生徒一一人一人の力を

伸ばす ことにつなが るのではないか と考え た。

集団における指導の意義につ いて要 素を出 し合い 「仲間意識の 高ま り」 と 「お互いに高

め合 うこと」 との関連か ら 「集団の作用」 について構造図を作成 し、学習指導案の改善 を

図 り、授業研究を進めた。

「集団の作用」を生か した授業改善の視点を次の三点にま とめ た。

(1)「集団の作用」を生か した単元作 り、授業作 り(2)個 別の課題 にこたえ る授業の工夫

③ ティームティーチ ングの充実

授業研究等を通 して次の三点が明 らか になった。

(1>児 童 ・生徒が集団 の中で活動 を通 して成就感が味わえ るよ う 「集団の作用 」を生か

して意図的、計画的、継続的に指導す ることが大切である。

② 集団や個人の実態 に即 して指導の手だてを学習指導案 に具体的に明記 し、 これ に基

づ き授業を進め ることが必要であ る。

(3)テ ィームで、指導計画づ くりや評価を計画的に行 い、授 業改善 を図 ることが大切で

あ る。

1主 題設定の理由

個に応 じた指導 の充実が求 め られ るなか、集団における指導 の在 り方が 問われてい る。

学校教育 は保護者の信頼 に こたえ、一人一人の児 童 ・生徒の 力を伸ば してい くことが 目的

である。 そ して、学校は集団生活を通 して、集団の 中で 「生 きる力」を身に付け、将 来の社

会参加 ・自立を目指す ところであ る。

心身障害教育 において個別指導計画が重要な ものと して位置付 いて きて いる。個別指導計

画は、個 に応 じた指導を実現す るための有効な手 だてであ り、集団における指導 において も

活用 され る もので ある。本分科会では、改めて集団 における指導を児童 ・生徒の成長 ・発達

に とって欠かせ ない重要 な ものであるとと らえ ることと した。そ して、 一対一指導や小集団

指導を効果的に取 り入れなが らも、集団 における指導をよ り充実する ことが、児童 ・生徒一

人一人の力を伸ばす ことにつなが るので はないか と考えた。

従来の集団 にお ける指導 は、やや もす ると個別の配慮が欠けていた り、 より充実 した授業

の在 り方 にっ いて追求す ることが少なか った りす ることがみ られた。 この反省 に立ち、学校

教育での集団 における指導で こそ、個別の課題 にこたえる配慮 と工夫に満ちた授業を進 める

ことが大切であ るとい うことが、本研究の出発点 である。
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「領域 ・教科を合わせ た指導」の授業を改善す ることを通 して、実際的で今後の指導に役

立っ研究を進め、主題 を追究 したい と考えた。

皿 研究の方法と内容

1研 究の方法

(1)研 究主題の設定及 び検証

① 「集団の中で個別の課題に こたえ る授業の工夫」 にっいて、各校か らの具体的な実践

例の中か ら、授業 を改善 してい くための要素を出 し合 い、 これ に基づ き授業研究を行い、

研究主題の検証を行 った。

② 集団における指導の意義を生か し、 「集団の作用」 として押 さえ、 「仲 間意識の高ま

り」 と 「お互いに高め合 うこと」 との関連か ら構造 図を作成 した。(図1)

(2)研 究主題の検証に基づ く授業 の改善

研究主題の検証を通 して明 らか になった ことを踏 まえ、学習指導案の改善を行 い、授 業

の改善を図 った。

2研 究内容

(1)授 業を改善 してい くための要素

各研究 員か ら出された授業 を改善 してい くための要素を まとめ ると次の とお りであ る。

学級経営 の方針、グル ープ編成、集団の規模、テ ィームティーチ ング、 リーダー、題材 の

選択、障害への対応、指導内容、指導方法、単元の設定、授業の進め方、学習指導案、個

別指導計画

具体的 に集団にお ける指導 を改善 してい く方法 として は、学習指導案を吟味、検討す る

ことが最 も有効な方法であ ると考えた。学習指導案 は授業のための設計図であ り、作成す

るためには、上記の要素を意識す ることが欠かせ ないか らである。学習指導案の吟味、検

討を通 して して明 らかにな った ことを さらに研究 に取 り入れ授業の改善に結 びっけて い く

こととした。

(2)集 団の作用につ いて

本分科会では、集団における指導 の意義や大切 さを各研究員が感 じてはい るものの、 ど

のよ うな意義が あり、なぜ大切なのか にっいては、それぞれが漠然 とした まま指導を進め

ていた。そ こで集団における指導 の意義が個 々の児 童 ・生徒の発達段階に応 じて どのよ う

に作用 してい くのかを 「集団の作用」 と してと らえ、 これを検証 して い くことを通 して、

研究主題に迫 ることがで きるのではな いか と考えた。 そ こで、まず それぞれが各校での実

践 を通 して感 じている 「集団の作用」について具体的 に出 し合い、それをKJ法 の手法を

用 いて共通す る項 目ごとに まとめ、発達段階の視点か ら整理 し、 「集団の作用」にっ いて

の構造図を作成 した。(図1)

集団の意義 にっいて、発達段階の幼い段階か ら整理 してい くと、 まず他 者の存在に気付

くところか ら始 まり、人 とかかわる体験 を通 して少 しずつ 「仲 間意識」が 高ま ってい き、

「お互いに高めあえることが で きる」集団 となってい く筋道が考え られ る。 しか し、 これ
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は、 自然に高 まって い くのではな く、意 図的で計画的な教育 の結果、高ま ってい くもので

あ る。 私たちは、 この ことを基本 と し、 「集団の作用」を生か した支援に基づ き授業を行

うことが大切である と考えた。

図1「 集団 の作用」の構造図
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図1の ように集団の成員 は互 いに影響 し合 って成長 してい くと考えるが、その際、教師

が 「集団の作用」を生か した支援をす ることが条件 とな る。

集団 で学習や生活をす ることは、必ず しもプラスの要 素だ けではな く、課題に対 して集

中で きず拡散 して しまった り、児童 ・生徒同士が反発 し合 って しまうことがあ った り等の

マイナスの要素 もあるが、双方を含 めて、教師の支援によって児童 ・生徒に とって良 い方

向に導 くことがで きるのではないか と考えた。 「集団の作用」を生かすための教師の支援

は、その集団が児童や生徒 にとって 「いごこちのよい集団」 とな るよ うな環境や場の設定

が大切で あり基本 にな る。

「い ごこちのよい集団」 とは児童 ・生徒がまずそ こにいて楽 しくて安心で きる場であ る。

そ して 自分 らしさが出せ 、自分の役割が あり、 自分の力が発揮で きる集団であ る。児童 ・

生徒が所属す る集団が 「い ごこちのよい集団」で あるとい うことは発達段階にかかわ らず

大切 なことである。
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(3)集 団の作用を生かす教師の支援

児童 ・生徒が お互 いに高め合えるような集団になるためには教師の支援が不可欠であ る。

本分科会で は、教師が 「集団の作用」を生か して支援す ることが重要であるとと らえた。

児童 ・生徒の多 くは成功体験が少ない。 「や り方が分か らない」 「自信がな い」,「過去

の失敗体験のために尻込み して しま う」等のたあに一見す ると、意欲が ない、力不足であ

る等の評価を されが ちであ る。 しか し、実は児童 ・生徒 は、適切 な課題 と機会が与え られ

れば 「で きる」 ことが た くさんあることを、私たちは これ までの実践の中で経験 して きた。

そ こで、教師が 「集団の作用」を生か し、 「いごこちのよい集団」づ くりに努め ることに

よ って、児童 ・生徒一人一人の力を引 き出す ことがで きるのではないか と考え た。

ここで大切なのは、児童 ・生徒が最後に成就感を味わえ ることで ある。途 中で失敗 した

りくじけそ うにな って も、教師や友達の励ま しや支援によって乗 り越えて 「で きた」 「や

り遂げた」という成就感 と 「みんなとい っしょにや ってよか った」とい う満足感を味わえ

ることが 「集団の作用」であ り、お互 いに高め合え る集団の形成へ とっなが るのであ ると

とらえた。

以下に 「集団の作用」を生かす教師の支援について授業研究等を通 して検証 して きだ事

例 をあげ る。

① 「模倣 して学習で きる」 養護学校小学部3年

入学当初 は、ほ とん どだれ もで きなか ったいすや机の正 しい運 び方、ぞ うきんの扱い

方等について、 日常生活の指導において指導 の手だてを工夫 し、ねば り強 く丁寧 に指導

したことによって、まず一人の児童Aが 上達 した。 このA児 がほめ られ る様子 を見て、

他の児童が 「私 もほめ られた い」 と思い、A児 を手本 にすればよいことに気付 き、上達

す るとい うよい循環 を通 して、学級全体 に好 ま しい学 習習慣 が形成 された。児童 ・生徒

に このよ うな力を身に付 けて ほ しいとい う願 いを、学級の教師全 員が じっくりと時間を

かけ、 「集団の作用」を生か して実現 させた事例であ る。

② 「自分の役割が分か る」 小学校心身障害学級

お互 いにかかわ る ことがなかなか うま くいか ない3名 の児童 に生活単 元学 習 と して

「劇遊び」を取 り入れた。題材や道具等の工夫 により、児童が興味 ・関心を もて るよう

にす ることがで きたが、3名 とも自分の出番以外に は集 中が途切れがちだ った。 そこで、

友達の出番で は、効果音や タイムキーパ ーを担 当 し、役割を もち、それを果 たす ことに

よ って劇遊 び全体に集 中で きるよ うにな り、劇遊びの中で友達 の様子に注 目した り、か

かわ った りで きるよ うにな った。教師が、児童の様子を的確 につかみ、劇 あそびの特性

を生か し、役割分担 を工夫す るなど指導方法を柔軟に修正す る ことによ って これ までで

きなか った ことがで きるようにな った支援の事例である。

③ 「協力す る態度が身 に付 く」 ろ う学校高等部重度重複学級

作業学習で レザー クラフ トに取 り組んで きた。 これまで は、集 中 して作業 に取 り組む

ことね らいに進めていたが、生徒 にとって身近 な目標を もっ ことが大切であ ると考え、

文化祭 に出品 してお客 さん にた くさん買 って もらうことを目標 として掲 げ、作品を作 る

目的を明確に した。また、授業の中で一人一人 に焦点を当て、それぞれががんば った こ
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とを取 り上げ、周囲の友達 に認めて もらう機会を設けることで、別々の作業工程に取 り

組みなが らもお互 いをより意識で きるよ うに した。それぞれが分担 して自分の課題に取

り組んでいるのだが、作品を文化祭 に出品す ること、た くさん買 って もらうとい う目的

を明確 にすることによ って、作業 に取 り組む励 みが出 るとともに、協力 して作品を作 り

上げて い くとい う意識が芽生え、文化祭を 目標 に一層作業 に集中 して取 り組んでいる生

徒が増 えて きた。集団 と しての 目標 を明 らか にす ることで、 自分の課題 に集中す るとと

もに、みんなで協 力 して取 り組む ことの意義 に気付 くように した事例である。

(4)授 業改善のための三っの視点

本分科会の研究の 目的は 日々の授業を改善 し、充実することである。研究を通 して明 ら

かにな って きた ことを生か して、児童 ・生徒一人一人の力を伸ばす、よ り充実 した 「領域

・教科 を合わせ た指導」の授業を行 うにはどう した らよいのかを検討 した。

① 「集団の作用」を生か した単元作 り、授業作 り

「領域 ・教科 を合 わせた指導」 において単元を設定 し、授業を組み立てて い くために

は、児童 ・生徒の実態 を踏まえ、教師が児童 ・生徒にどのよ うな力を身に付 けるように

す るのか願いを もつ ことが大切 である。その願 いを実現す るためには、 「集 団の作用」

を生かす ことが必要である。教師の個性を生か し、児童 ・生徒が互いに高め合えるよう

な創意 あふれ る単元作 り、授業作 りに取 り組む ことが必要であ る。

② 個別 の課題に こたえ る授業の工夫

研究員が これまで行 って きた 「領域 ・教科 を合わせた指導 」で は、集団全体のね らい

と関連 した個別のね らいがなか った り、指導 の手だてが具体的で ないために、ね らいが

達成 されない ことが多か った。 そ こで、本分科会で は授業 において個別のね らいを明確

にす るとともに、指導 の手だてをで きるだけ具体的 に学習指導案に書 き込む ことに した。

③ テ ィームテ ィーチ ングの充実

単に児童 ・生徒の担当を分担す るのではな く、 どの場 面で、だれが、どの児童 ・生徒

に、 どのようにかかわ るのかを明 らかに し、複数の教師が機能的 に児童 ・生徒にかかわ

ることが大切であ る。そのためには学習指導案の中に教師それぞれの役割や児童 ・生徒

へ の働 きかけ等を具体的 に書 き込む必要がある。

テ ィームティーチ ングで大切な ことは、実 際の指導だけでな く、指導計画の作成や評

価において もティームで進 めることである。それぞれの教師が指導計画 に見通 しを もっ

て授業を行 うこと、評価をそれぞれの視点か ら行 うことで 、よ り適切 な評価ができ、次

の指導へ と発展す ることがで きる。

①～③ を踏 まえ、学習指導案を作成 し、授業研究を行い、 さらに改善を図 った実践事

例(学 習指導案)と その際の授業改善のためのポイ ン トにっいて二事例報告す る。
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皿 指導の実際

1指 導事例 小学校心身障害学級(知 的障害)の 「生活単元学習」

(1)単 元 名 「かえ るとジャンプ」

(2)単 元の目標

① おたま じゃ くしやかえ るの動 きや形を よ く見て特徴を とらえ、親 しみを もつ。

② おたま じゃ くしやかえ るとかかわ り、気付いた ことを、 ことばや表情で表現す る。

③ 「かえ るの ジャンプ」競争や 「かえ るの歌」の演奏をみん なと一緒 に思い きり楽 しむ。

(3)単 元設定の理 由

本学級 は、男子8名 、女子3名 、計11名 で、すべての学年 を含んだ学級であ る。 自閉傾

向、てんかん、軽度の知的障害等、障害及び児童の実態は多様であ る。

本学級で は、 これ まで生活単元学習を、植物 を育て、収穫 して食べ る学習を中心 に進め

て きた。児童の 中に、観察池の生 き物 に興味を もった り、隣接する公園のかめを見ること

を楽 しみにする姿が見 られ、生 き物を題材 として取 り上げることに した。

注意が散漫になりやすい児童に とって、対象を よ く見 る力を育 てることは、事物への認

識を深め、 くらしを豊かにす る基本 にな ると考えた。また、児童自 らが興味を もった対象

を題材 にすれば、発達段階 に応 じて、気付 いたことを表情、動作、っぶや き等で表現 しよ

うとす る意欲 も増すであるととらえ、生 き物を題材 とした単元を設定す ること とした。

本学級 では、 「集 団の作用」を生かすために音楽を活用す ることが多い。活動 に集中す

るきっかけを作 った り、活動 と活動をつな ぐ手だて として音楽を用 いることは有効である。

さらに音 楽には、表現す る手段や喜びを集団で同時に共有 しやす い特性が あることに着 目

した。おたま じゃくしがかえるへ と成長す る過程 を観察す る活動の中に身体表現や歌 を取

り入 ることによ って、 それぞれが楽 しく表現活動がで き、友 だちが楽 しく表現す る様子を

まねた り、 自分が友 だちや教師か ら認 め られ ることを通 して表現す る喜びを味わ った りし

て、お互 いに高め合 う集団を作 ってい くことがで きるのではないか と考えた。

(4)児 童の様子(対 象児4名)

いろいろな生 き物の図鑑を見 るのが好 きであ る。生 き物の絵を毎 日た くさ

ん描 くが、実際の生 き物への興味は少 ない。歌はす ぐ覚え、音楽の授業以

外の場面で も歌 ってい る。教師が個別 に絶えず促す ことによって何 とか集
団の周 りにい ることがで きる。

生 き物の世話をよ くする。 「かえるの ジャンプ」が大好 きであ る。次第に

大 きな声で歌 うようにな った。学級のメ ンバ ーの ことをよ く理解 し、面倒
をみようとす る。通常 の学級 に対等 につ きあ う友だちが いる。

気付 いた ことを言 うことは少 ないが、 じっと生 き物 を見ている。虫 は嫌い
だが、かたっむ りやかえ るには触れ る。歌声 は聞 きとりに くいが音楽は好

きであ る。 緊張 しやす く、新 しい場面 に慣れ に くい。

生 き物への興味は とくに強 くはな いが、優 しく接す る。音楽 は大好 きで リ
ーダー シップを とる

。最近5年 生の 自覚が出て きて上級生 らしく友だち と
かかわ ること もある。
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(5>学 習指導計画(全8時 間 本時7/8)

① おたま じゃくしを見っけよ う

② おたま じゃくしを教室 で飼お う

③ おおき くなあれ、おたま じゃ くし

④ さよな ら、元気でね。か えるさん

…1時 閤

…1時 間

…5時 間(本 時5/5)

…1時 間

(「かえ るの歌」 と 「かえ るの ジャンプ」は全体を通 して取 り入れる)

(6>本 時の学習

① 本時の 園標

・かえるの形 や動 きを興 味を もってよ く見 る。

・かえるの ジャンプの レースを友達 と一緒に楽 しむ。

●成長 したかえ るを これか らどうしよ うか相談す る。

② 児童の 目標(個 別)

援助を受けなが ら離席せずかえ るを見たり、歌 った りす る。友達の様子に
関心を もち、一緒 に部分的 に活動す る。

かえ るを進ん で観察 し、気付 いた ことを詳 しく述べ る。遠 くへ跳ぼ うと競
い合 いなが らジャ ンプを楽 しむ。全体の 司会の役やCへ の励 ま しなどの場

面で り一ダー シップを発揮す る。

教師や友だちに励 まされ、歌 った りジャンプ した りす る。かえるを よ く見
た り触 った りす る。

友達 に一緒 にやろ うと誘 いか けた り、一緒に歌 った りジャンプを楽 しむ。
かえ るをよ く見て気づいたことを言 う。

(7)本 時の展開(次 頁)

(8)教 室配置

E曇]寛
T2＼

T4

(A)

T3

(A)はA児

⑨ 本時の評価 *児 童の偲別 露標 に基づ き評価す る。
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(7)本 時の展開(児 童11名 、指 導者4名)

集 団 へ の 個 別 の 活 動
活動内容 個に対する教師の支援

Tlの 働 き か け 2年A 3年B 4年C 5年D

始めの歌を これか ら楽 しい学 着席 しT1 あい さっを 恥ずかしが 友達 を誘 っ

ヒ

T2Dか らCへ の 誘 いを

導 歌 お う 習が始まる雰囲気 に 注 目 す す る。 本 日 らずに着席 て歌 う本 日 促 す。

本 日の 活動 づ くりをす る。 る。 始め の の活動内容 し、 始 め の の活動内容 T3集 中 しな い児 童へ の

内容を知ろ 本日の活動内容に 歌を部分的 に見通 しを 歌 を歌 う。 に 見通 しを 言葉 かけ をす る。

入 う 。 つ いて 、要 点を 説 に 歌 う。 も つ 。 もつ 。 T4あ い さつ を するBを

明 す る 。 補助 す る。

「か え るの 一 人ず っ 「や りた 一人 で演 奏 リズ ム に合 友 た ちの励 リズム に合 T2Bか らCへ の 言 葉か

歌」 を歌 っ い人 」 と声 をか け す る。少 し わせて伸び ま しで い っ わせて伸び けを 促す 。

た り楽器 を 指 名す る。 で も関心 を 伸び歌 いな しょに演奏 伸び歌いな T3個 々の 児童 に 「や っ

使 って演 奏 演 奏 した者 の よか も って聞 こ がら演奏す す る。 がら演奏す てみ よ うよ 」 と誘い

した り しよ った と ころを ほめ う とす る 。 る 。 る 。Cを 誘 か け る。

う 。 る 。 う 。 T4Aが 集団 で の活 動か

ら離 れ な いよ うに個

別 に補助 す る。

展 かえ るの 観 前回の観察で児童 少 しで も関 かえ るをよ かえ るを よ か え るを よ Tl2～4っ の グ ル ー プ に

察 を し よ が気付 いた ことを 心 を も って く見 て気 付 く見 るか え く見て 気付 分 かれ 児童 とい っ し

う 。 取 り上 げ、 観察 の 見 よ うとす い た ことを るを手 に乗 いた こ とを よに観 察 し、動 きや

視点 を示す よ うに る 。 言 う 。 か え せ て み る。
昌,

自 つo 形 につ いて の気 づ き

す る 。 るを手 に乗 を 促 し、 つぶや きを

手 に乗せて み た い せ動きを見 取 り上 げ るよ うにす

児童 の手 にか え る る。 そ っ と る 。

を乗 せ る。 戻 す 。 T2Bの 気 づ きを ほあ詳

しく話 す よ う促 す。

T3Cに 語 りか け うなず

きな どの反 応 を引 き

出 す 。

か え るの動 グル ープ ごとの身 グル ープ の 自分で気付 自分で気付 自分で気付 T2～3担 当 す る グル ー

きを まねて 体表現の良さをほ 友 達の 動 き いた動 きを い た動 きや いた動 きを プの児童の補助をす

み よ う 。 め る と と も に 、 観 を まねて や す る 観 察 友達を動き す る観 察 る 。

察 を通 して、 気付 ろ う と す し、 気 付 い を まねて 身 し、 気 付 い T4Aが 集団 での 活動 か

いた こ との 発表 の る 。 た ことを発 体で表現す た こ とを 発 ら離 れな い よ うに個

中で よい ものを取 表 す る 。 る 。 表す る。 別に 補助 す る。

り上げ 、他 の児 童

に も気 付 くよ うに
「か え るの す る 。 T4と ジ ャ 大 き く 跳 Tの 励 ま し リズム にの T2～4各 々 ジ ャ ン プ に

ジ ヤ ンプ 」 試合開始の呼び出 ンプに参 加 ぶ 。競 争 を の も と い っ って 友達 と 参加 して盛り上げ

開 を しよ う。 しを す る。 す る 。 楽しむ楽器 しょに 楽 し ジ ャンプを る 。

楽 器で 応援 した り で 応 援 す む 。 楽 しむ 。 T3遅 れ が ちなCへ の こ

い っ しょに跳ん だ る 。 とば かけ を す る。

りす る 。 T4Aに 声か け を した り

模範 を見 せ た り して
ジ ャンプを促 す。

静かに横に 「眠れ 」の 曲を ピ
'T4と い

っ 曲の気分を 一 人で横 に 静かな気分 T4Aに 横 にな るよ う促

な ろ う。 ア ノで弾 き動→ 静 し ょに横 に 味わ い横 に な る。 で 横 に な す 。

へ 導 く。 な る 。 な る 。 る 。

大 き くな っ 大 き くな ったか え T4と い っ 自分 の意 見 Tや 友 達の 自分 の 意見 T2～3児 童 に意 見 を言

たか え るを るを ど う しようか し ょ に い を詳 し く言 話 を よ く聞 を 言 う。 うよ うに促 し、 児童

ど うしよ う と問 いか け る。 る 。 う 。 き 、 個 別 っ ぶ や き を 引 き 出

ま か話 し合 お の問 いか け す 。

う 。 に うなづ き T4Aが 集団 で の活 動か

で 答 え る。 ら離 れ な いよ う個別

に 補助 す る。

と

池 にか え る 児童 の意 見を ま と 着席して参 Tlの 話 の 次時のかえ Tlの 話の TlBに 司会を 促す 。

を逃 が しに め 、 か え る に と っ 加 す る 。 内容を理解 るを逃 が し 内容を理解 T3い っ し ょ に 歌 っ て 歌
'一}7

{丁 」 つ 。 て 自分 が生 まれ た す る 。 に い く こ と す る。 わ な い者 に誘 いか け

め 池で 暮 らす こ とが 次 時の めあ が 分か る。 次時のめあ る 。

終 わ りの歌 一番 幸 せで あ るこ て を もっ 。 て を もっ 。 (T4Aへ の こ とば か と

を歌 う とを話 す。 援助を終始継続す
る)
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2授 業改善の視点(小 学校心身障学級(知 的障害)の 生活単元学習)

(1)単 元 名 一どの児童にも活動の 目当ての分か りやすいテーマを一

生活単元学習の単元名 は、教師の願いが こめ られているとともに、 どの児童 に も活動 の

目当ての分 か りやす いテーマを設 定 しそれを単 元名にす ることが大切であ ると考 えた。

「かえ るの観察」や 「かえ ると遊ぶ」 とい った単元名ではな く、 「かえ るとジャ ンプ」に

することで授業へ取 り組む内容を児童に分か りやす くす るとともに 「や ってみ よ う」 とい

う気持ちを起 こさせ るよ うに した。

(2)単 元の設定 一児童の興味 ・関心 を大切 に一

本単元 では、単元の題材の選定 と音楽の もつ力か ら研究主題に迫 れるのではないか と考

えた。児童が生 き物の観察に興味 を示 した ことか ら、単元を設定 したことは、実際の生活

か ら発展 し、児童 の興味 ・関心 に基づ くとい う点で生活単元学 習の単元設定の理 由と して

適切であ る。

さ らに、生 き物 を題材 として取 り上げ ることは、学級 のみんなで育て ることを通 して、

仲間意識を培 う上 で効果があ る。単元を設定 してい く上 で、教師の特性を生かす ことも大

切 な視点であると考え る。本学級 では、音楽を効果的に取 り入れ 「集団の作用」を生か し

た単元及び授業づ くりを進めた ことが特色であ る。

(3)単 元づ くり、授業づ くり 一指導の手だてを具体的に一

集団 における指導 では、集団全体 に対す るね らいと児童一人一人に対す るね らいが必要

である。特 に、児童一人一人のね らいを立て指導の手だてを具体化す ることが授業改善の

ポイ ン トである。指導計画の作成 において も、単元名をっ けるときと同 じよ うに、児童に

とって活動 の目当ての分か りやす いテーマを当て ることによって、児童の興味 ・関心を喚

起 し魅力あ る授業を展 開で きると考 えた。

授業の展 開については指導の流 れが分か りやす く、特 に個別的配慮が必要な児童への指

導が 具体的 になって いることが必要であ る。 「活動 内容(全 体の活動)」 と 「集団へのT

1(教 師)の 活動」 「個別の活動 」 「個 に対す る教師の支援」 とい う項 目に基づ き指導の

手だてを明確に記載す ることで、よ り具体的な指導 に結 びっ いた指導案 とな る。

本授業 において は、T2、T3の 教師の援助をよ り具体的 にと考 え 「個別の活動」の児

童に対す る具体的な指導 の手だてを言葉かけや児童同士のかかわ りを促す こととして記載

した。 また、授業の場 面場面 においてティームの教師の動 きを明確化 ・具体化 する ことで

児童の個別のね らいに応 じた指導を展開で きると考 えた。

この授業における 「集団の作用」につ いて次の三点が大切であ ると考えた。

・児童同士のかかわ りを促す支援 ・言葉か け

・児童同士のかかわ りの生 まれやすい題材の選定

●個 々の児童 の活動の支援

この授業の中で は、児童同士のかかわ りを促す支援で は、席順を考えたり、子 ど ものペ

ア、 グル ープ分 け も意図的に変え、支援 の方法 も考 えた。C児 へのB児 やD児 か らの励ま

しを促す ことを留意 し、教師の支援を具体的に記載 した。たとえば、 「かえ るの歌」を演

奏す るときは教師がC児 に直接演奏す るよ うに指示す るのではな くB児 やD児 に対 してC
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児を誘 うように促 した。

おたま じゃ くしがかえ るへ と成長 してい く過程 での活動を通 して、子ど も同士が かかわ

りが もてるように した ことが、本単元の特色である。 この授業で もかえるの観察をみん な

で行 うことによ って気付いた ことを述べ合 う等のかかわ りや、 「かえ るの ジャ ンプ」で は、

競争 した り、応援 したり して周 りの児童相互の友 だちへの関心を高め ることがで きる。

活動 によっては グループに分 けで指導す ることが効果的である。 この授業では 「つぶや

き」が多 く聞 こえるようにす ることによ って一人一人 にきめ細か く指導 に当たれ るよ うに

した。また、かえるを一 匹だけでな く、複数用意 することによ り同時に2グ ループ以上が

観察で きるため、時間の ロスがな く児童 は主体的な観察が しやす くな る。児童同士 も観察

を通 してかか わ りが 増え、 ことばを交 わす ことが増え る ことも期待 で きる。 「かえ るの

ジャ ンプ」 で大 き く跳ぶ ことので きるB児 へ は教師が競争相手 とな りB児 のよ り大 きな

ジャンプを促 し、その場 でほめ ることによ り意欲 を増加する ことが大切である。

(4>評 価 について 一ティームで評価 を行 う一

本 時の個別 目標 に基づ き具体的に評価す る。 ここで大切 なのはテ ィームで評価する こと

である。一緒に授業を行 った4人 の教 師がそれぞれの視点か ら学級全体 そ して個々の児童

の評 価を し、 これをまとめてい くことが大切である。 また、ただ児童が 「で きた」 「で き

なか った」 とい うふ うに評価す るのではな く、ね らいの設定や指導の手だてや支援 の方法

等、教師の指導 にっ いて も評価す る必要があ る。例えばA児 は離席せず に 「かえ るの歌」

が歌えたのか、 「かえ るの観察」ではかえ るを見 る ことがで きたのか、 とい う評価 ととも

にどうしてA児 はで きたのか、なぜできなか ったのか とい うことをテ ィームで も分析、検

討する ことで、次の指導に反映す ることがで きる。

(5)授 業者の反省 一児童 同士のかかわ りを大切 に一

今回の授業研 究及 びさらに授業改善 を目指す協議 の後、 「児童同士のかかわ りを促す」

とい う支援を一層大切にす るようになった。集団 での活動が難 しいA児 へ他の児童か らか

かわ りを促す言葉 をかける ことを通 して、児童に期待 し、信頼す ることが重要である こと

を改めて学んだ。集団の中で、それぞれの児童 は、A児 とかかわ った り、教師のA児 への

かか わ りを見て学んでいることが多 い。思 っていた以上にスムー スにかかわ る姿には、A

児 の対人関係 の広が りとともに、他の児童 も集団 の中で仲 間意識をは ぐくんで きているこ

とを感 じた。A児 のよ うな児童が教師が一対一でつ いて集団 に参加す る段階か ら、友達に

促 されて集団に参加する段階を経て、 自分か ら集団 に入 って い く段階を 目指 し、 「集団の

作用」を生か した単元づ くり、授業づ くりに取 り組んでいきたい。
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3指 導事例(知 的障害養護学校中学部の 「作業学習」)

(1)単 元 名 「植木箱 を作 って教室や家庭を花で飾ろう」

(2)単 元の 目標

① みん なで協力 して植木箱 を作 って家庭 に もって帰 ろう。

② 畑 で育てた花の苗を植木箱 に移 して教室や家庭を飾ろ う。

③ 自分の分担 の仕事を覚え、最後まで続 けて作 業がで きる力を付 けよ う。

㈲ 単 元設定の理 由

本校の中学部卒業生の ほとんど全員が高等部に進学 してい る。高等部の作業学習で は、

社会に出てか らの ことを意識 し、販売活動等を通 して働 く力や生活す る力の向上を 目指 し

て いる。中学部の作業学習は、働 こうとする気持ちを育て ることを主なね らい として活動

す ることに してい る。友達 と協力 して作品等を作 り、その作品等をみんなに使 って もらっ

て喜んで もらうことで、作晶等を作 り上 げた達成感や喜 びを体験 して ほ しい と考えて いる。

その ことを繰 り返す ことで、働 く意欲が育ち肉体的に も精神的に も作業をす る持続力が向

上 して それが働 く力にっ なが ることを願 っている。

本作業 グループの中に、で きた作物を家庭 に持 ち帰 り家族に食べて もらうことに喜 びを

感 じる生徒が増えて きた。花を愛で ることがで きる生徒 はまだ少ないが、収穫 した作物 と

同様 に、晴れた 日に畑作 業で育 てた花 を植 木箱 を作 って きれ いに飾 り、学級 や家庭持ち

帰 ってみんなに喜んで もらえれば、働 く意欲がわ き、ひいて は花を観賞す る気持 ち も育 っ

てい くであろ うと考えた。 また、一人ですべての工程を こな して植木箱を作 ることは難 し

いが 、生徒の実態 に応 じ工程 に分かれれば全員が植木箱作 りに参加す ることがで きる。他

の工程の ことを知 り、 自分以外の生徒がかかわ った材料 を もとに作業をす る様子を知 るこ

とがで きた ら、仲間を意識 し協力 して作品等を作 り上げ る喜 びを知 り、働 く意欲をは ぐく

むよい機会になるのではないか と考 え本単元を設定 した。

(4)単 元 の指導計画 く本時は②作業の1時 間 目〉

室 内 作 業 室 外 作 業

①導 入 何を作 るのかを知 る。 道 具を使 う練 習をす る。 外の 作業で花の 苗を
1時 間 見本を見る。 道具を使 ってみる。 ポ ッ ト(牛 乳 パ ック)

の 中に育て る。

②作 業 工程に分かれ作業をする 材料 の切断 ・穴あけ ・釘打
6時 間 (本時 はその1時 間 目) ち ・塗装工程でで きた材料

を次の工程へ運ぶ。

③ ま とめ 作品をどのよ うに使 うの 花の苗を植木箱に移す。

1時 間 かを知る 観賞す る。

作品をそれぞれ持ち帰る準
備をす る。

(5>本 時の学習

① 本時の 目標

o道 具や機械をで きるだけ触 り一人で使 ってみる。

・自分が仕上 げたものを次の工程の友達 に渡す。
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② 作業学習 生徒の様子と目標(対 象生徒)

作 業 学 習 の 生 徒 の 様 子 ○ 単元の 目標 ・本時の 目標

一

年
男
D

作業能力はあるが、集 中 して取 り組む ことが
難 しい。 教員 の声か けに対 して も 「いや だ
よ」の返事が多い。

(釘打ち ・組 み立て グループ)

○ 自分の仕事を覚え、一 人で最後 まで

続けて作業がで きるよ うになる。
・友達か ら材料を受 け取 る応対がで き

るよ うになる。

一

年
男
E

作業の場面で は、 自分が気 に入 らない作業に
は参加 しよ うと しない。 ドリルの仕事 は興味

を もっていてや ってみよ うという気持 ちがあ
る。

(ド リル ・穴あけグループ)

○授業が終わ るまで作業が続 け られ る
よ うになる。

・友達が材料を持 って くるのを待て る

ようになる。
・ドリルの使い方を覚え る。

三

年
男
N

最近体力の低下がみ られ、それ とともに体を
動かす作業に対 し意欲が見 られな くな ってい
る。他の生徒 との関係は良好で あり、生徒間
の励 ま しが あれ ば頑張 る気持 ちを もってい

る。(ノ コギ リ ・切断 グループ)

○授業が終わ るまで作業をす る体力を
つ ける。

・切 り取 った材料を確実に次の工程 に

運ぶ。

③ 本時の展開(次 ページ参照)

④ 作業場所の配置

嘩
0
3
0

E
T
F

MO
T5ド リル
JO

3年

教 室

釘打ち

長

T4
CO

机

A
O

T6

OD

OH

1プ レ ハ ブ1教 室1

OL牛 乳パ ック
T1廊 下

OG

N
O

K
OT2

長 机 ノコギ リ OB

⑤ 本時の評価

・道具や機械 の使 い方に上達が見 られたか。
・次の工程や他 の工程の友達の ことが意識で きたか。

・金槌の使い方 を覚え、一人で作業を続 けることがで きたか。
・材料 を持 って きた友達か らきちん と材料を受 け取 ることがで きたか。

・材料 をセ ッ トする ことか ら ドリルを使 って穴をあけることが一人でで きたか。

・ドリルの前で材料 を持 って くる友達を待 ってい ることがで きたか。

・授業時間中は座 りこまな いで仕事を続けることができたか。
・友達の所 にで きた材料を確実に運ぶ ことがで きたか。
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③ 本時の展開 生徒数(13名)指 導者(6名)

学 習 生 徒 の 指導 上 の留 意 事項 教 師 の 役 割 ・活 動

対 象 児

内 容 活 動 全体及び工程 T2・T3・T4・T5・T6 Tl

(D・E・N)

あいさつ 名前を呼ば 大きな声で呼名 生徒が作っている Tlの 話に集中するよ 体調の確認。

全 出席確認 た ら返事する 作品の見本を準

備(植 物が植え

部分を意識できる

ように教師が模範
うに、座席の並べ方に 植えたい花の

配慮する。 名を聞 く。作

員 仕事分担 座って話を聞 られた もの) を示 す 、 見本をよ く見せる。 業実演する。

を知る く

作業場所 グ ル ー プ ご と 移動場所に目印 友達 と手をっな ぐ グループの生徒同士と グ ル ー プ ごと

への移動 に移動 を お く。 な ど して 、 グル ー 一緒に道具を持つよう に呼び出し移

プまとまって移動 にする。一緒に持っ生 動するように

す るよ うに す る。 徒を選ぶように促す。 促 す 。

作業開始 木材の切断 材料に墨線をあ N:切 断 した材木 確実に指定された場所に移動でき材料
グ B・K・N らか じめ入れて を集め ドリルのグ が生徒に渡 ったか確認する。生徒同士

お く。 ル ー プ の 所 へ 持 っ が声かけをするように指導する。T2

てい くように促す

ル ドリルで釘穴 ドリルの補助具 E:機 械操作の順 Nが 持 ってきた材料を受る取るように

を あ け る 。 を 設 置 。 握 って 番を待つときに材 促す。穴を開けた板を釘打ちグループ

E・F・M・J おろすだけにし 料押さえをするよ に運ぶように促す。声をかけ合 うよう

て お く。 うに 促 す 。 に指導する。牛乳パ ックの穴開けも同

1 様にする。T3T5

釘 うち 補助具を準備 D:一 枚 打 ち終 わ Eが 持 ってきた材料をDが 受け取 るよ

組み立て 自力でできるよ る直前に声かけを うに す る。T6

プ A・D・H うに補助は最小 して手が止まらな

限 に とど め る。 いよ う にす る。

牛乳パックの 線を引いてお 線をよく見て切らせる。Eに ドリルで

別 切断 ・組立 く 。 水抜 き穴を開けてもらうときに 「お願

作業終了 C・L・G 組み立ての時は い しま す 」 と言 うよ うに促 す。T4

補助をする。

片付け集 道具等を倉庫 片付ける場所が 必ず一つは道具や 生徒が運搬するものを 教室に戻った

合 に片付ける。 はっきり分かる 材料を持っように あ らか じめ決 めてお 生徒は椅子に

実演する道具 ように目印を付 す る 。 く。集合場所の教室に 座 って待つよ

材料は教室へ け る 。 向かうように促す。 う指示する。

まとめ 実演 一 つ の グル ープ D・E・N:三 人 生徒一人に1個 の植木箱を作るので、●

全 が作業の活動を の うち必ず一人は 本日できた箱と生徒の名前を対応させ

実演 したとき 実演に加われるよ て発表する。次回は誰々の分を作のか

に 、 必 要 に応 じ うにグループを指 を発表し、あとどの くらい作ればよい

員 あ い さつ て工程にっいて 名 す る。 のか目安になるようにする。

説明する。
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4授 業改善の視点(知 的障害養護学校中学部の 「作業学習」)

(1)単 元名について 一具体的なめあてを含む単元名を一

当初の 「植木箱を作ろ う ・柵を作 ろ う」 とい う単元名か ら 「植木箱を作 って教室や家庭

をで花を飾ろ うjと い う単元名 に変え、作 った植木箱に花を入れ、教室 や家庭で飾 るとい

う生徒 にとって具体的なめあてが含まれ る表現 とした。 この ように単元名 を工夫す ること

によ って、生徒 にとって作業をす る目的が分か りやす く、また、教師 と して も、単元の 目

標が立てやす く、実際の指導を具体化で きる。

② 単元の設定 一学習のね らい を達成す るために一

中学部の作業学習のね らいを押 さえていることが重要である。

本校 中学部の作業学習では 「働 こうとす る気持ちを育て る」ことを 目的 と している。本

単元において は、生徒たちが協力 して作 り上 げた ものが、役 に立つ作品 とな ることを通 し

て働 こうとす る気持 ちをは ぐくみたい と考え、本単 元を設定 した。

(3)単 元づ くり、授業づ くり 一作業の 目的や工程が生徒 に分かるように一

中学部 の作業学 習では、 自分で身体を動か して 目的的 な活動 となることが大切である。

本校の作業学習では、植木箱を作 る木工の作業 と、花 を育て る畑の作業を関連付 けて、作

業の 目的 を明 らかに したところに特徴がある。実際に作業 している ことが最終的にどのよ

うなことにっ なが るかを生徒 に分か るよ うに、例えば花を入れて飾 ることを 目的に植木箱

を作 る、学級や家庭 を飾 ることを目的に花を育て るとい うようにす ることを大切に してい

る。本校 の指導計画 のように単 元の導入で実物を見せた り、工程 の途 中で も適宜作品を見

せ た りして、完成に向けて期待感 を もて るよ うにす ることが必要であ る。 また、全体の工

程が分かるよ うに工 夫す ることが必要である。作業の導入で 工程 を説 明す るとともに、本

時の指導に取 り入れた1っ の グループの工程 を全員で見てそれぞれの工程への理解を深め

ること も効果的であ る。

工程 ごとの グループの編成には十分配慮 した。生徒の実態を的確 に把握 し、作業の適性、

友達同士の相性等を考慮 して、それぞれが最 も作業 に集中で き、力が発揮で きるよ うなグ

ループ編成を した。指導上特に配慮が必要な生徒 にっいては、ね らいや指導の手だてをよ

り具体的にす るとともに、 「模倣 して学習で きる」 「自分の役割が分か る」等の 「集団の

作用」を生か して作業学習の中で 自分 自身の課題 を少 しで も改善で きればと考えた。

実際の作業 は分業で進め るが、みん なで作品の完成 とい う一つの 目的に向か って取 り組

んで いるとい う意識を もて るよ うにす ることが重要であ る。集団で協力 して取 り組んだ こ

とが作品 とい う形 とな り、役に立つ という体験 は、集団への帰属意識を高め、お互いに高

め合 う集団へ と発展 してい くととらえた。

本時の学 習指導案の作成に当た って は、以 下の四点に留意 して授業改善に結びっ くよう

に した。

① 本時の 目標

生徒の実態 を踏 まえ、現段階の生徒に とって具体的で分か りやす く、かっ達成可能 な

目標 に した。
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② 生徒の様子 と目標

それぞれの工程で特 に配慮を要す る生徒 を取 り上げ、 これまでの作業学習での様子に

基づ き、単元及び本時の目標を設定 した。達成可能な具体的な 目標 にす ることで支援の

手だて も明確 にな る。

③ 展 開

授業 の流れに即 して、ティームの教 師の動 きを明確 に した。 テ ィームティーチ ングを

充実 させ るためには、教師一人一人の役割を明 らか にす るとと もに、教師一人一人が授

業全体の流れを的確 に把握 してお くことが必要である。そのためには、各教師の動 きを

展開の中に書 き込む ことがまず第一歩であ る。

さらに、 この展開では授業をよ り円滑に進 めるために配慮す べ き点を生徒の実態 に即

して書 き込んで いることが特色であ る。話を聞 く際の座席の位置、作業開始に当たって

の グループ別 の移動の順番の指示、生徒同士がかかわ り合え るよ うな支援な どを書 き込

んでいる。 これは、教師が、生徒の実態を的確 に把握 し、生徒の様子を思 い浮かべ なが

ら学習指導案を作成 しているか らであ る。 この学習指導案及 び展開の形式 は完成 された

ものではないが、集団 における指導の学習指導案を作成す る上での大切な視点が盛 り込

まれてい る。

評価では、生徒相互が評価で きる場を設定 した。互 いに努力 していることを評価 し合

うことを通 して、次の作業への意欲 を高め るとともに、認め合い、高め合える人間関係

をは ぐくんでいけるのではないか と考えた。

④ 作業場所の配置

各工程の作業場所 と他のグル ープとの関連、教師の配置が明確 にな るよ うな配置図 と

した。作品を他 のグル ープに運搬す る生徒が、移動 しやす く、 グル ープ間のかかわ りが

もちやすいよ うグループの場所 を工夫す ることでこ作業をよ りスムースに進め ることが

で きる。

(5)授 業者の反省 一協力 して作 リ上 げる意識 をは ぐくむように 一

自分が仕上げた ものを次の工程 の場所へ運んだ り、受け取 った りす る ことや授業の中に

一っの グル ープの実演を取 り入れた ことで、 ほかの友達が違 う仕事を して いるとい うこと

を理解す る生徒が増えて きた。 また、協力 して作 り上 げることを意識 して、他の生徒の作

業 に興味を もった り、自分の仕事 にさ らに熱心に取 り組む生徒 もでて きた。 しか し、現段

階で は工程 の全体が理解で きるよ うになるまで には至 らず次の工程の所 までで とどま って

い る。作業配置を さ らに工夫す る必要 と、何回か繰 り返す中で工程間で生徒 の仕事の分担

を替 えるなどの工夫が必要であ ると感 じた。

本時の 目標を具体的に し、ティームの教師の役割を明 らか に したた ことで、各工程 に分

かれていて も、教師が授業全体への見通 しを もつ とともに、各工程 における指導のね らい

がわか りやす く、それぞれが指導を効果的に進め ることがで きた。作業学 習以外で も、学

習指導案の作成を通 して、テ ィームテ ィーチ ングの充実を図 って いきたい。

一47一



IVま とめと今後の課題

本分科会では、 「集団 の作用」を生か して、一人一人の力を伸 ば して い くための指導の在 り

方 を、授業研究 や学習指導案の作成 、検討を通 して具体的 に検証 して きた。その前提 には集団

を単に個人の集 ま りと して捉え るのではな く、 「集団の作用」を利用 して一人一 人をよ りよ く

指導 したい とい う研究員の共通の思いがあ った。

「集団の作用」 について発達段階の視点か ら整理 し、構造図(図1)を 作成 した ことを通 し

て、集団 における指導において何を視点 に して授業改善 を図 っていけばよいかが 明 らか にな っ

た。

1ま とめ

(1)児 童 ・生徒が集団の中で活動 を通 して成就感が味わえるよう 「集団の作用!を 生か して

意図的、計画的、継続的 に指導することを通 して、お互 い高め合 える集団 とな り、個別の

課題を達 成 したり、達成で きる条件 も整 うことが明 らか になってきた。 また、個別の課題

の設定において も、 「集団の作 用」の構造 図が役に立っ ことが分か った。

(2)r集 団の作用」を生か した授 業の ためには、個に対す る支援 と、集団に対す る支援、集

団の相互作用 に対する支援が必要 であ る。 それを実践 するためには、指導 の手 だてを学習

指導案 に具体的 に明記す ることが大切であ るが、指導 の手だてを具体的に明記す るために

は、多様な検討が必要で あった。そ こで、その指導場面 だけでな く、児童 ・生徒理解に基

づ いた単元づ くり、授業づ くりを行 い、指導の手だてを集団や個人の実態に即 した ものに

す ることが大切であ ることが分か った。

(3)集 団 におけ る指導を充実す るためにには、ティームテ ィーチ ングを工夫す ることが大変

重要であ る。本分科 会では、学習指導案にティームの各教師の児童 ・生徒へ のはた らきか

けをで きるだけ具体的に明記す るよ うに した。 この ことによ って、各教師の役割が明 らか

にな るとともに、実際の授業だけでな く、指導計画づ くりや評価に もテ ィームテ ィーチ ン

グを生か して授業改善を進め ることがで きるよ うにな ってきた。

2今 後 の課題

「一 人一人の力を伸ばす集団 におけ る指導の在 り方」を 「領域 ・教科 を合わせた指導」に

おいて追究 して きたが、学校種や学部に関係な く広 く行われて いる生活単元学 習に絞 るなど

して授業研究等を行 い、研究 を進め る必要があ る。

「集団の作用」の構造図を作成 し、集団 における指導の意義や、授 業改善の手だてを見っ

け ることがで きた ことは、本研究の成果 と してあげ ることがで きる。 しか し、実際の単元や

授業に本 当に生か してい くため には、よ り般 化で きるよ う研究を進 め る必要があ る。

構造図の各要素の発達段階 との関連 や、教師の支援にっいての検証を授業研究を通 して進

め る必要があ る。

個別指導計画にっ いて は当初か ら検討課題 と してあげ られていたが、学 習指導案における

個別の 目標 と指導の手だてを検討す ることにとどまった。個別指導計画の充実を図 ることを

通 して、集団 におけ る指導の改 善 ・充実を目指 し、実践的な研究を進め ることが課題である。

一48一



多様な障害の実態に応 じた養護 ・訓練の指導の充実
一 一 人一人 の主体 的な活動 を促す コ ミュニケ ー シ ョンの手 だて の拡 充 一

研究の概要

本分科会では、は じめに、各学校 の養護 ・訓練 の指導の現状 にっいて課題を出 し合 い協

議 した。 その際に共通点 として まとめ られた ことは、障害が重 く、 さらに障害が重複 して

い る場合、教師の働 きかけを受 け止 めた り、 自ら働 きかけよ うと した りす るコ ミュニケー

シ ョンの力が育ちに くい とい う問題 が浮かび上が った。

そ こで、盲 ・ろ う ・養護学校の指 導事例を もちよ りKJ法 的手法を用いて、単一障害像

を整理 ・分析す るとと もに、幾つかの障害が重な った場合 の二次的な障害の状態を整理 ・

分析 した。 これによって、盲 ・ろう ・肢体不 自由 ・知的障害 とは、それぞれ どのよ うな障

害なのか、障害が重複 しているとはどのよ うな状態であ るのか にっいて理解を深めた。

また、KJ法 的手法を用いて、重度 ・重複児の コ ミュニケ ーションの指導の具体的な手

だてについて各研究員の指導事例を もとに検討 し、構造図を作成 した。 この構造図を参考

に して指導計画及び授業の再検討を行 った。

その結果、 「重度 ・重複」 という状態像 にっいては、単一障害像を踏まえて、障害が重

複 している幼児 ・児童 ・生徒 をさまざ まな視点か らとらえ ることがで きるよ うにな り、 こ

れ までの固定的な見方 に大 きな広が りが もた らされた。

さ らに、 「重度 ・重複児の コ ミュニケ ー ションの手 だての構造 図」を作成す る ことに

よって、一人一人の主体的な活動を促す学習環境 とコ ミュニケ ーションの手 だてが広が り、

日々の授業の改善を図 ることがで きた。

1主 題設定の理 由

現状の盲学校 ・ろ う学校 ・養護学校(肢 体不 自由、知的障害)の 「養護 ・訓練」の指導 は

幼児 ・児童 ・生徒の障害の状態が著 しく異 なることか ら、 さまざまな指導形態、指導内容 ・

方法等で行 われてい る。近年の障害の状態の重度 ・重複化、多様化 に対応するためには、各

校の指導内容 ・方法等を共有 し、幼児 ・児童 ・生徒一人一人の実態 に即 した適切かっ効果的

な指導の検討が必要である。

研究主題を設定す るに当た っては、障害が重 く、 さらに障害が重複 してい る幼児 ・児童 ・

生徒(以 下、児童等 とい う。)の 課題 の共通性を協議 した。

その中で浮か び上が って きた ことは、そ うした児童等は、言語を獲得 した り、それを使 っ

て人 と交流 した りす る力や意欲が育 ちに くいが、身近な教師 との人間関係に支え られて、身

の回 りの状況を自分な りにと らえた り、見通 しを もった りす るよ うになってい くことである。

その ため、学 習を進める際 には、教師が心を通わせて交流す る手だてを豊富に もち、認知 ・

思考 に複雑な状態像のある児童等 といか にコ ミュニケ ーションを成立 させ るか ということが

重要 になる。

また、情 報交換を重ね る中で、各研究員が担 当 している児童等の障害の見方 、と らえ方が
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固定化 していたので はないか とい う反省が 出された。

そ こで、r多 様 な障害の実態 に応 じた養護 ・訓練の指導の充実』をテ ーマと して、指導事

例を もちよ り、重複 した障害の状態像の理解を深め、各校のコ ミュニケ ーションにかか わる

指導内容 ・方法を整理、分析 し、r一 人一人の主体的 な活動 を促す コ ミュニ ケー シヨンの手

だて』について、考察す ることに した。

皿 研 究方法 ・内容

1研 究の方法

(1)盲 ・ろう ・肢体不 自由 ・知的障害 とは、それぞれどのよ うな障害なのか、KJ法 的手法

を用 いて、単一障害像 を改めて整理 ・分析する。 その上 で、副次的に現れ る行動障害 も含

めて障害が重複 してい るとはどのよ うな ことなのか、各校の指導事例に基づ き、その状態

像の理解を深 める。

(2>各 校の指導事例に基づ き、異体的 なコ ミュニケーシ ョンの手だてをKJ法 的手法 を用 い

て整理 ・分析 し、構造化す る。

(3)構 造化 された単一障害及 び重複 障害像 とコ ミュニケ ーシ ョンの手だてを参考 に して、指

導計画を見直 し、実際の授業場面での指導の改善を図 る。

2研 究内容

(1)障 害像 の構造化

児童等の障害が多様化 し、その中で一人一人の障害 の状態に応 じた教育が求 め られてい

る。そ うした中で、 「私たちは障害を正 しくとらえているだろ うか」 とい う観点か ら 「障

害 によって生 じる不 自由」を擬似体験(弱 視体験など)し てみた。 また、同時にい くっか

の指導事例の検討 も行 った。 これ らを経 て、単一障害 及び重複障害像の理解 を深 めてい っ

たが、次の基本的事項 を共通理解 した。

① コ ミュニケーシ ョンの困難 を、情報処 理の障害か らくる ものであるととらえること。

② 障害の起因疾患か ら、 どうい う課題が出て くるかを考えてい くこと。

以上の二っの基本 的事項を踏 まえ、各校種別の指導事例 に基づ き、 それぞれ単一障害

の状態をKJ法 的手法 を用いて分析 し、障害像の構造化を図 った。

まず、視覚障害 ・聴覚障害 ・肢体不 自由 ・知的障害にっ いて、 「起因疾患等」 と 「不

自由 ・困難等」の枠組 みで整理 され、 コ ミュニケーシ ョンの障害につ いては、情報処理

の障害 とい う視点か ら、整理す ることがで きた。 また、単一障害像 を整理 してい く中で、

その複合である重複障害像 もあ る程度明 らかにな って きた。単一障害像 と、重複障害像

を整理 した ものが、r単 一障害及び重複障害像9(表1～ 表4)で ある。

さらに、重複障害像につ いては、特徴的な状態 を図1のr重 複障害構造図』 として ま

とめた。例えば、知的障害 と他の単一障害の円が重 な り合 う部分が重複障害 によ って生

じる特徴的 な状態で あり、知的障害 と肢体不 自由が重複 した場 合は、運動機能障害の課

題が増幅 され る。知的障害 と視覚障害が重複 した場合 は、環境 に適応す ることへの課題

が増大す る。知的障害 と聴覚障害が重複 した場合は、視覚的な課題が増大す るなど、重
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複障害による課題をま とめ ることがで きた。

表1「 単一障害及び重複障害像」

知 的障害

● 脳損傷(交 通事故の後遺症等)

・ 脳腫瘍
起 因 疾 患 等

・ 染色体異常(ダ ウン症候群、夕一ナー症候群)

※ 心臓疾患や視覚障害、聴覚障害を伴 うことがあ る。

● 人 との関係(集 団への参加等)

● 物 との関係(記 憶、選択)

課 題 。 感覚の受容(特 定の物音 、皮膚感覚)

● 言語発達(抽 象的な事項の理解)

● 運動発達(協 応性、巧緻性等)

※ 常 同行動(手 をひ らひ らす る、跳 びはねる等)、 自傷、多動 な

傾 向、 こだわ り等が み られ ることが ある。

表2「 単一障害及び重複障害像」

視覚障害

● 先天性疾患(無 眼球、視神経萎縮)

起 因 疾 患 等 ・ 成人病(糖 尿病)

・ 事故による後遺症

・ 文字、点字等の情報の入手(補 助的手段の活用)

単 ● 白杖による歩行

● 形 、色 、 空 間、 方 向 等 の イ メ ー ジ化

一 ・ 危険回避(安 全確認)

● 初めての場所 での移動

課 題

● 感覚の受容(高 低の感覚、皮膚感覚)

重 ● 人 との関係(集 団への参加等)

● 物 との関係(記 憶、選択)

・ 自発的な行動

複 ※ 常同行動(手 をひ らひ らす る、跳 びはね る等)、 特定の物や姿

勢への こだわ り等がみ られ ることが ある。
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表3「 単一障害及び重複障害像」

聴覚障害

● 先天性疾患(感 音性、伝音性)

起 因 疾 患 等 ・ 後天性疾患(感 音性、伝音性)

● 事故 による後遺症(感 音性、伝音性)

● 日常生活の中の音(環 境音や音声情報)の 入手

単 ・ 発音 ・発語(補 助的手段の活用)

一 ・ 抽象的な概念形成

● 社会情報の整理と選択

課 題

● 視覚情報の優位性(形 、順番)

重 ● 遊 びのルールの理解

複 .発 声 の コ ン トロール

● 運動発達(協 応性、巧緻性等)

表4「 単一障害及び重複障害像」

肢体不自由

● 先天性疾患(脳 性 まひ、筋 ジス トロフィー、二分脊椎等)

起 因 疾 患 等 ● 後天性疾患(脳 腫瘍、感染症後遺症)

● 事故による頭部打撲や眼球破裂

単 ● 日常生活動作(排 泄、衣服の着脱、食事、移動)

● こ とば に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

一 ● 書字等(補 助的手段の活用)

・ 呼吸や体温調節

課 題 重 ・ 摂 食 ・嚥 下

・ 人 との関係(集 団への参加等)

● 物 との関係(記 憶、選択)

● 感覚の受容(特 定の物音、皮膚感覚)

複 ● 言語発達(抽 象的な事項の理解)

・ 自発的 な行動
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図1『 重複障害構造 図』

視覚障害 と知的障害の重複では、環境の変化に対応す ることへの

課題が大 き くなる。自発的な行動を増やす課題 もある。 また、弱

視児 には、興味 ・関心の幅を広 げ、特定の ものへの固執を解消 し

てい く課題がある。

視覚障害

環境に適応することへの課題増大

運動機能障害の

課題の増幅

由1

視覚的な課題

の増大

肢体不 自由と知的障害の重複では、外界 へ

の興味 ・関心を広げる課題が大 き くなる。

いろいろな姿勢を とらせ ることも課題であ

る。

聴覚障害 と知的障害の重複では、運動 ・動作面で

の、カの コン トロールが課題 となる。発声のコ ン

トロール も課題である。認識面では、視覚が優位

にな りやすいため に、形や順番などの指導が課題

となる。
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(2》 コ ミュニケー ションの手だての構造化

児童等の コ ミュニケー ションの手だてにっいて、各校の実践事例 を持 ち寄 り、KJ法 的

手法 によって整理 ・分析 した。その結果を まとめた ものが図2の 「重度 ・重複 障害児 との

コ ミュニケー ションの手 だて」の構造図であ る。,

① 多様な視点か らの観察

児童等 との コ ミュニケー ションを図 る場合には、生育歴や家庭環境 などを知 るとと も

に、児童等 と触れ合 う中で、興味 ・関心や コ ミュニケー ション手段 、理解力、対人関係

などを観察す る必要がある。 また、毎 日の睡眠時間や家庭での様子を知 ることによ り、

一人一人の状態 に合わせ た 日々の微妙 なアプローチの仕方 も工夫する
。

② 心の安定化

コ ミュニケー ションの土台 は、児童等の心の安定を図 ることであ る。担 当す る児童等

をは っき りさせて、特定 の教師がスキ ンシ ップを図 りなが らラポー ト関係をっ くりあげ

ることが、児童等の側か らの コ ミュニケーシ ョンに対す る意欲を生む ことになる。その

上 で、生活 の リズムを整え た り、正 しい姿勢 を確保 した りす る ことで児童等の心 を リ

ラ ックスさせ、児童等の心 を外 に向けやす くす ることが大切であ る。

③ 興味 ・関心、得意 なことへ の働 きかけ

知的障害が重度であ るほど、児童等の実態や興味 ・関心 にあ った指導計画や教材の工

夫が必要 とな る。固定観念 にと らわれず、発想を豊か にバ ラエ ティーのある教材(興 味

・関心 に合わせた玩具、教具、手作 り教具、キ ャラクター、色、素材、大 きさ、形等の

配慮)を 用意 し、児童等 との コ ミュニケー ションの糸 口を見つ けてい く。

また、写真 ・絵 ・サイ ン ・言葉な ど一人一人に分か りやす いコ ミュニケー ション手段

を探 りなが ら指導 した り、児童等が身の回 りの状況 の意味を理解 した り、状況の変化を

予想 した りす るために、教室 の大 きさ、間仕切 り、照明、教材 ・教具の整備 、教材 ・教

具の配置(遊 びやす い高 さや位 置、規則正 しさ、収納の仕方)、 壁面の活用(絵 、写真、

予定表、カー ド入 れ)等 の教 室環境の整備や毎 日の授業の流れ を規則的にす るなどの配

慮が必要 である。

④ 感覚器官への働 きか け

障害の種別 によ ってその力点が異な るが、すべての感覚を通 して、児童等 に適切な刺

激を与 え、働 きかけ に対す る意 味の理 解 につ ないで い くことによ って、 コ ミュニケー

ションの力を育てる ことになる。

⑤ タイ ミングを逃 さない的確 な反応

教師は、一人一人の表情 ・身振 り ・サイ ン ・言葉 などタイ ミングを逃 さず に理解 し共

感す ることが大切 である。その ことが児童等の コ ミュニケー ションへの自信 となり主体

的な コ ミュニケー ションへの意欲 にっなが る。

⑥ 意思の疎通の広が り

児童等の コ ミュニケーシ ョンが特定の人にだけ分 かるサイ ンか ら、他 の身近 な人に も

分か るよ うな社会的な ものへ と発展 させてい くことが課題 となる。 それは、 日々の地道

な働 きかけの中で、 コ ミュニケー ションの積み重ねの結果 と して導かれ る。
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図2「 重度 ・重複障害児 との コミュニケー シ ョンの手立 て」の構造図

〈D多 様な視点か らの観察
・子どもの様子を見守る

(子どもの興味 ・関心の方向を探る)
・その日の子どもの状態を知 ってお く

(寝不足、熱、家庭で も トラブルなど)
●家庭での子どものサイン、様子を知る

・子どもの表情で快 ・不快などの感情を知る

●子どもの授業以外での活動を観察 し、その子

の興味 ・関心、行動パターンなどを知る手が

かりにする
●子どもの行動を観察 し、何を訴えているのか
を知る

●子 どもの理解力や発達段階を知る

・こちらが伝えることを考える前に、どれくら
い子どもを受け入れているかをもう一度考え

る

1
家 庭 と の 連 携

1
＼r

(2)心 の安定化

担当
●担当をはっきりさせる

●大好きな先生をっ くる

●子どもの立場に立った窓口となる大人(慣 れ

た先生 看護婦さんetc)を つ くる
●自分を取 り巻く周囲の環境の意味が分からな

いレベルでは、身体にしっかり触れて、担任

を意識させる(担 当は固定することが望まし
い)

○子どもと十分に遊び、人間関係をつ くる

●ティームティーチングの役割分担を明確にし

て、複数の声かけを避ける

姿勢
●個々のこどもにあったりリラックスで きる姿

勢づ くり
●生活 リズムを整える

.オ ーバーな仕草(声 色)

・優 しく揺すりなが ら声かけをする

・明るい声で名前を呼ぶ(楽 しい気持ちで)

●言葉は短 く、はっきり、大きな声でを基本 と

する(特 に重度の子どもに関 して)
・話 しかけをゆっくり抑揚をつけて行 う
●外気の風を顔に当てなが ら(名 前などの)声

かけをする
●子どもと視線を しっか り合わせてから話 しか

けたり活動にはいったりす るようにする
●身体に触れるなどのスキンシップを多 くする

○動作による伝達(表 情でわかる)を 大切にす

る

③ 興味 ・関心

得意なことへの働 きかけ
・子 どもの好きなこと、得意なことから入って
いく

●好 きなオモチャ(ウ インドチャイム)を 目の

前(手 の出せる所)に 出す
.好 きなオモチャ、楽器を見せて一緒に遊ぶ
・オモチャの活用(キ ャラクター一・etc)

・素材選び(硬 軟 ・大小 ・明暗 ・冷温etc)

・朝の会等は定形化 した流れを大切にする

・言葉で分か らない子どもに見通 しをもたせる

ときは、その場に連れていったり、毎回同じ

時間にくり返 したりする
・活動の手本 として教師が側で行動を起 こし、

同 じように行動 させるようにする(模 倣の獲

得)
・まず教師が ①やってみせる ②手を取 って
一緒にやってみ る

(緬かいステップを組んで的を しぼる)
●多 くを望まない、何をね らっているかを明確
にする

・行動の見通 しを もたせるときは、身振 りサイ

ン、写真、絵などを使 って知 らせる
●目を合わせてか ら(教 師にきちんと視線が き

ていることを確認 してか ら)身 振 りサイ ン

や、シンボリックなカー ドを提示する
・(重 度の生徒に関 して)ほ めるとき、 しかる

ときなどのことばや顔の表情をある程度決め

ておく
・(場 所の移動をするとき)そ の目的の方向を

手で指し示す
・シンボ リックな ものとして、内容を示すサイ

ンやカー ドを提示
○教室環境を整え、刺激を最小限にする(特 定

のものに注意を向けやす くする)

1
個別指導計画 の作成
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(6)意 思の疎通が広がり
・具体物を提示 し(オ モチャ、おやっ等)指 さし選んでひとつ もうらうことを教える
・やりたいことや欲 しい物があるときは、身振りサインを教えてからや りたいことをか
なえてあげる

・子どもに課題を与えるとき、本人にも選ばせる機会をっ くる

・スイ ッチ類の操作

●絵カー ドの選択

●トーキ ングエイ ドの操作 による意思の疎通

●文字盤の指示

↑

一

/

子 と

表 情

身振 り

サイ ン

ことば など

(4)感 覚器官への働 きかけ

視覚
・言葉の指示だけではなく、視覚や聴覚

にも訴えるように工夫をす る
●絵(又 は写真)と 文字カー ドを合わせ

る学習から物の名前(シ ンボル)の 存

在に気付かせ、学習させてそれを もと
に要求を伝える

・ビデオプロジェクターなどの機器の活

用を工夫する

聴覚
・音楽の力をかりて感性に働きかける

・リズムのゆったりとして優 しい歌をう

たいかける
・好 きな歌を うたう(「 トトロの さん

ぽ」)な ど

触覚
●物に触れさせることによる伝達

・道具を見せたり、触 らせたりして、次

にやることを意識させる

味覚

嗅覚

も

＼
(5)タ イ ミングを逃さない

的確な反応

・子どもと同じ活動を して共感する(真 似

をするような部分と場面での活動を一緒

に楽 しむ)
●子どもの言葉、仕草の真似を して、こち

らが理解 していることを示す
・子 どもが要求 していることが分か った

ら、その内容を言葉にしていう
・顔の表情か らは比較的読みとりやすいの

で受け手がそれにこたえていく機会を増

やす
・子どもが声を出 した り、意図的に動いた

りすることを見逃さず、その瞬間にほめ
る

・目的に向かって行動を起 こした途中に、

承認を求める視線、行動に対 して、合図
としてのうなずきをする

・かすかな身体の動きをとらえてほめる

・こちらが伝えたいことが分か ったら、喜
んであげて動機づけをする
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皿 指導事例

各校の養護 ・訓練の指導 の充実に向けて、表1～4の 「単一 障害及 び重複障害像 」 と図1

「重複障害構造図」、図2「 重度 ・重複 障害児 との コ ミュニケー ションの手だて」の構造図

の内容や表記等につ いての検証を進める と共に、それぞれの指導事例の研究授業を行 った。

その中で指導 目標及び内容、方法等 の改善が顕著 に見 られた指導事例 を以下に示す。

指導事例1肢 体不 自由養護学校小学部 の事例(重 度の知的障害を併せ有す る児童 の事例)

Aの 日常の姿勢 や呼吸状 態等 を 「重度 ・重複障害児 との コ ミュニケー ションの手だて」の

構造図をふ まえて指導 し、指導 目標の見直 しを行 った。

これによ って、指導内容 ・方法等が広が り、本児の 自ら働 きかける力に大 きな変化が見 ら

れた。

(1)対 象児童の実態

A(男 子)

〈学年 〉 小学部4年 生

〈障害名 〉 脳性 まひによる四肢体幹機能障害

健 康:呼 吸障害(陥 没呼吸)、 経管栄養(口 腔ネラ トン法)

身 体:四 肢麻痺、筋 力の低下あ り、両手の不随意運動あ り、 自力での移動不可

認 識:物 の追視あ り、表情 が ほとん ど変化 しない(笑 顔が見 られない)

(乳 幼児発達 スケールKIDS)

●運動

・操作

●言語(理 解)

・言語(表 出)

・社会性

食事

2ケ 月

3ケ 月

8ケ 月

4ケ 月

2ケ 月

6ヶ 月(現 在 は注入)

② 養護 ・訓練の時間の個別学習

① 指導目標

呼吸な ど負担をかけないように リラ ックスチ ェアーの座位姿勢で、身体の

リラ ックスをはか る。

リラ ックスチェアーの座位姿勢 で、 いろいろな物 に触れ手指の機能を高め

る。

リラ ックスチェアーの座位姿勢 で、視野を広 げ興味ある物を見る。

ε
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検

討

の

観

占

筋 緊張 は低 いが首が座 りか けている。

呼吸が不安定で 自力排疲が難 しい。

リラ ックスチェアーの座位姿勢 は舌根が

落ち込み呼吸が不安定になる。

好 きな物 は追視す る。

両手の不随意運動 はあるが動かせ る。

〈見直 し〉 凸

本児の姿勢を検討する。

〕一 教材の提示を検討する・

10

月

の

目

標

伏臥位姿勢 に慣れ保持で きる。

手掌支持 による伏 臥位での追視がで きる。

あ ぐら座位か ら前方 に手掌支持で、体幹 を起 こす ことがで きる。

好 きな玩具や物に、短時間ではあるが集 中で きる。

表情で要求を出す。

本児が教師か らの呼名 に手を出 して、 こたえ る。

② 指導内容 ・方法等

リラ ックスチ ェアーの座位姿勢で、教材 に興味を もたせ る。

小麦粉粘土を教師が本児の手にふれ させ る。

小麦粉 の感触 ・色 ・形の変化す る素材に慣れ親 しみ、 もっとや りたいとい

う要求が出せ る。

3

配

慮

事

項

伏臥位姿勢で、後頸部の筋力を高め る。

スライム(ゼ ラチ ン状の変化す る素材)に 教師がふれ させ、興味を もっ。

スライムの感触 ・色 ・形の変化す る素材 に慣 れ親 しみ、 もっとや りたい と

い う要求が出せ る。

好 きな色や感触の スライム(赤 と緑)を 選ぶ。

伏臥位姿勢で首 を起 こ し、素材が良 く見え るよ うに提示 する。

興味が持続で き声か けで促 しなが ら、素材を 目で追え るよ うにす る。

友達 とのふれ合 いを大切にす る。

本児の表情の変化や要求の表情を観察す る。
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③ 児童の様子の変化(指 導内容の見直 しによる)

リラ ックスチ ェアーの座位姿勢で姿勢が安定す る。

小麦粉粘土に触れさせ ると、片手で数秒手を動か しさわ る。

手の活動をやめ ると小麦粉粘土を 目で追 うが、要求 は出ない。

固い粘土 とやわ らかい粘土 での選択は特 に見 られない。

息

三角 マ ッ トを使用 して伏 臥位姿勢で手の操作性の 自由度 を高めた ことによ

り、スライムを両手で さわるよ うにな った。

1人 で約15分 間両手 を活発 に使 ってスライムにふれ ることがで きた。

緑 のスライム も触れていたが、赤のスライムに、 より強い興味を もつ表情

を示 した。

スライムの形 の変化 も楽 しむ ようになって きた。

手 を活発に動かすよ うになって きた。

(3)ま とめ と今後の課題

本児 はスライムとい う特定の素材で はあ るが、赤のスライ ムを選ぶ表情が見 られ るよう

にな って きた。

また、好 きな物には集中 して手 を出せ るよ うになり、 スライムや小麦粉粘土の変化す る

素材 に対 して手の活動が活発にな った。 さらに、後頸部の筋力が増進 し、伏 臥位姿勢での

手の活動が活発化 した。

今後は、本児の養護 ・訓練の時間の個別学習を コ ミュニケー ション指導 ととらえ、感触

・色 ・形の変化す る素材 に慣れ親 しみ、 もっとや りたいと言 う要求が表情 などに多 く出せ

るよ うに して い く必要があ る。

また、本児のお もち ゃなどにスイ ッチを取 り付 け、 自らの要求 をスイ ッチ ングで補 う機器

の活用を工夫 してい く必要がある。

指導事例2知 的障害養護学校小学部の事例(聴 覚障害 を併せ有す る児童の事例)

本研究の 「重度 ・重複障害児 との コ ミュニケーシ ョンの手だて」の構造図に基づ き、Bの

ことばの個別学習の指導内容 ・方法の見直 しを行 った。

コ ミュニケーシ ョンの指導 と して と らえ ることによ って、本児の学習への興味関心が高 ま

り、考え る力が伸びて きてい る。
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lD対 象児童の実態等

B(女 子)

〈学年 〉 小学部1年 生

〈障害名 〉 知的障害(ヘ ルペス脳炎後遺症)

聴覚失認症

基本的 ● 衣服等の着脱 は、前後 の理解、ボタ ンの扱い等ほぼ 自立 している。

生 活 ● 食事 は、咀儒力が弱 く飲 み込むのに時間がかか る。偏食があ る。 スプー

習 慣 ンの操作が未熟で、食べ こぼ しが多 い。

● 排尿 は自立。排便の際は、 まだ トイ レが使えず下着の中に して しまう。

人 との ● 好 きな友達 の近 くにい った り、手 をつないだ りして関心 を示す。

関わ り ・ 集団での行動 は、状況 を判断 して ほぼ的確に行動で きることが多 いが、

わざ といけない ことを して大人の気 をひ く面がある。

認 識 ● 自分の名札、特定の友達の名札が分か る。

学 力 ● 部分的 に予定 カー ド(絵 と文字)と 学習活動 を結 びつ けて理解で きる。

・ 色の弁別 、 シール貼 り、点結び、簡単な形の模写がで きる。

● チ ュー リップ、 顔 の絵 を描 く。

運 動 ・ 短 い目標 まで思い きり走 ることが で きる。持 久走 は、教 師の伴走で20分

動 作 程度走 り続ける ことが で きる。

● 見本や周囲の動 きを見 て、 なん とか模倣の動 きがで きる。

コ ミ ュ ● 発語 はない。発声(主 に否定)や 大人の手を引 く等で要求を表現す るこ

ニ ケ ー とが 多 い。

シ ョ ン ● トイ レに行 く時、 「食べ たい、下 さい」等の身振 りサイ ンを示す ことが

で きっ っ あ る。

・ 「いけない、待 って」等の身振 りサ イ ンが分か り、応 じられ るよ うにな

っ て き た 。

● 集団学習の 中で、自分 もや りたいことを挙手 して示 し、指名を待 てるよ

うに な った。

〈配慮事項 〉

・ 自分の思いをす ぐに行動に移す傾向があ るので、身振 りサ インを示す ことや、 うなず

きやサ イ ンでの承認を確認す るよ う促 してい く。

● 道具の扱 い(は さみ ・刺 しゅう針 ・絵筆等)を 広げ ることを通 して、手指の操作性を

高める。
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・動作模倣で、遊 び歌や合奏の活動 に参加す る。

・鉄棒、マ ッ ト、跳び箱 の運動 に慣 れ る。

●衣服 の着脱、片付 け、持 ち物を整理す る力を伸ばす。

・偏食 をな くし、 スプー ン ・フ ォークを正 しく使い、奥歯でのそ しゃ くに慣れ る。

(2)「 ことば」の個別学習

① 指導 目標

意 思伝達の手段 と してのひ らがな文字を獲得するために

・ひ らが な文字表記で身近 な物の名前(品 物 ・人物 ・活動内容等)を 覚 え る。

・ひ らが な文字を模写や記憶 で書 けるよ うになる。

② 指導内容 ・方法

果物、食べ物の カラー写真の カー ド(絵+文 字)と 文字 カー ドを合 わせ る。

上記 カー ドか ら文字をな くし、文字カー ドと合わせる。(裏 に記 してお き、

自分で確認で きるように した。文字表記の記憶をね らった。)

簡単 な形の模写か ら入 り、簡単 な文字の模写へ進み、名前の模写をす る。

身近 な物の名前の絵 カー ドと文字 カー ドのマ ッチ ング、模写がで きる。

ε

文字表記への関心を広げ るために、身近 な人物 の写真を導入す る。

絵カー ドの裏の文字をな くし、 自分で確認 して進 めるのではな く、教師 との

身振 りサイ ン等のや りと りでマ ッチ ング等の学習を進め る。

文字を書 くことへの関心が高ま ったので、模写に頼 らぬよ う配慮 しっつ、進

める。

〈見直 し〉 "

果物、食べ物の カラー写真の カー ド(絵+文 字)と 文字 カー ドを合わせ る。

上記 カー ドか ら文字 をな くし、文字カー ドと合わせ る。

簡単 な形の模写か ら入 り、簡単な文字の模写へ進み、名前の模写をす る。

身近 な物 の名前の絵カー ドと文字 カー ドのマ ッチ ング、模写がで きる。

文字 カー ドを複数提示 し、正 しい単語を選び模写す る。

家族の名称、友達の名前の写真 カー ドと文字 カー ドのマ ッチ ング。

絵 や写真を見て文字で表記す る。
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③ 児童の様子の変化

同 じ文字同士を合わせ ることをす ぐに覚え、20枚 のカー ドの単語をほぼ覚 ら

れたが、文字の模写 に関心が移 ったためか、忘れて しま った もの も多 い。,

自分の名前の模写がで きるよ うにな ってか ら、少 々形の難 しい文字 も写せ る

ようになって きた。

↓

身近 な人物の写真 は関心が高 く、積極的に取 り組み、覚 えるの も早か った。

カー ドに作 った単語 は、おお よそ文字を見て絵や写真 と合わせ られ るよ うに

な ったが、一字ずっ正確に覚え ることが難 しい。

カー ドの選択 をす る際に、教師 にサイ ン(マ カ トン法)を 確認す る視線 を向

けることが定着 した。

(3)ま とめ と今後の課題

本児のよ うに聴覚による強化がで きない場合、興味や関心が他に向いた り して、 ことば

の指導 も系統 だてて進め ることが難 しい。行 き詰 まった場合 は、思い切 って教材 を替え る

ことが有効である。

今後 は、内容を絞 った り、広げた りしつつ、 ことば(か な文字表記)の 獲得を図 って い

く必要があ る。

さ らに、意思伝達の手段 と して本児が十分に活用 してい くには、意識的に教師 との身振

りサ イ ンや身振 りのや りとりを学習場面に設定 して定着 させてい きたい。

一62一



IVま とめと今後の課題

1研 究の まとめ

本分科会 は、以下の手順によ り研究を進めた。

(1)指 導事例 に基づ く単一障害の整理 ・分析 と単一障害の複合によ って生 じる重複

障害像の整理 ・分析

↓

個々の実態の見直 しによる実態把握の多面化

② 指導事例 に基づ き、KJ法 的手法による具体的なコ ミュニケーシ ョンの手 だて

の整理 ・分析

↓

授業の点検 による コミュニケー シ ョンの手だての多様化

その結果次のよ うな成果があ った。

(1)「 単一障害及び重複障害像」を構造化す ることによ り、同 じような学 習内容で も障害が

違 うと指導内容 ・方法が異な ることや、一見意味のないと思われる行動 の中に多 くのメ ッ

セ ージが含 まれてい ることが分か った。多様 な視点で児童等を見ることが 出来 るようにな

り、理解 の幅が広が った。

教師 は自分の担当 して いる児童等の障害の状態を、分か ったつ もりでい ることが多いの

ではないか と思われ る。

特 に重複障害が ある場合 には重複 障害 の構造を踏 まえて、単一障害の重な りによ って副次

的に現れ る行動 障害の状態 の把握が不可欠であ る。

(2)「 重 度 ・重複障害児 との コ ミュニケー シ ョンの手だて」を構造化す る ことによ り、 コ

ミュニケーシ ョンを図 る際にはその場 のや り取 りだけでな く、児童等の様子の観察 、教室

や周 りの環境、用具の準備などいろいろな視点か ら手だてを考えてい くことが必要であ る。

その ことによ って、一人一人の主体的な活動を促す コ ミュニケー ションの手だてが広が

り、指導の観点が整理 しやす くな った。
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2今 後の課題

今後の課題 と して次の点があげ られ る。

(1)小 さな反応を把握す るための実態把握表の作成 と個別指導計画の充実

障害が多岐にわたってい るうえ、重度 ・重複化 していればなお さら児童等の反応 は小 さ

く弱 い、そ して複雑であ る。個別指導計画の作成に当た っては、それを見逃 さず 、 しか も

正確 にとらえ るために、実態把握のための観点が整理 されていかなければな らない。 その

ため、小 さな反応を と らえ るための実態把握表を作成 し、個別指導計画の充実 を図 ってい

く必要が ある。

(2)望 ましい学習環境のモデル例の作成。

学習環境 は障害種別によ って異な り、一人一 人の児童等 の主体的活動 は学習環境 によっ

て大 きく左右され ると思われる。

障害の状態に応 じた、望ま しい学習環境のモデルづ くりが必要である。

(3)自 発性を促す教材 ・教 具の具体例

児童等の実態を と らえ直 ししっっ、障害の状 態や認識能 力等 に合わせ た教材 ・教 具の開

発やその用い方の創意工夫 を行 ってい く必要がある。

最後に、平成10年7月29日 の教育課程審議会答申では、幼児 ・児童 ・生徒一人一人 の主体的

な活動 を促す趣旨の徹底を図るため、 「養護 ・訓練 」を 「自立活動」 とい う名称に変 更す ると

されてい る。

また、世界保健機関(WHO)の 障害の定義や見方 も改訂 される予定で ある。 これ までの障

害観に とらわれ ることな く、障害の見方 をよ り深めなが ら実践 や研究を進 めてい くことが求め

られてい る。
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